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老人医療費特別給付金 1 億 1,000 万円

教育支援体制強化 498 万円

公共施設長寿命化 8,057 万円

弓振農村広場トイレ及び管理棟実施設計
93 万円

　66 歳以上の医療費特別給付金。給付開始対象年齢
を引き上げたが、給付金総額はいまだに増加傾向に
ある。
Ｑ　今後の年度ごとの試算書はあるか。
Ａ　27 年度当初のものがあるが、65 歳以上人口に
　　試算のずれが生じている。実績をもとにして今
　　後のものを作成する予定。

　管理棟の老朽化により地盤を考慮しグランド北側
のあずまやと遊具の間に移設する予定。高齢者にも
配慮した設計。

小中学校英語支援アドバイザー　143 万円
Ｑ　具体的な役割と勤務形態は。
Ａ　英語教育の道筋をつけるため、授業を進める担
　　任と ALT にアドバイスを行う。授業を見守るた
　　め小中学校両方への勤務。

教育指導主事　355 万円
Ｑ　具体的な役割と勤務形態は。
Ａ　小中一貫教育の推進、いじめ・不登校対策、発
　　達障害等の児童・生徒の就学相談、県からの調
　　査関係の取りまとめなど多岐にわたる。教育委
　　員会常駐。

地域福祉センター外部改修工事　7,406 万円
　詳細設計は長寿命化を重要視したもので 29 年度作
成済み。

工事施工管理費　　　　　　　　　250 万円

保健センターエアコン設置工事　　401 万円
Ｑ　エアコン設置は建設当初の段階で考えられたの
では。
Ａ　建設時にはファンヒーター４基で対応できると
判断したが、一冬越す中で入館時にロビーに入る外
気が想定をはるかに超えていた。

弓振 15 号橋架け替え 3,000 万円

阿久遺跡隣接地買い上げ 666 万円

　地権者と境界確認済み。土地鑑定をもとに土地代
を算出。阿久縄文文化保存に向けて前進を図る。

　まるやち湖から農場へ向かう路線の弓振川にかか
る橋。30 年度は土台の建設。31 年度までの継続事業。

子ども子育てアンケート 119 万円

　31 年度策定予定の子ども子育て支援計画及び子育
て支援センター建設に向けて、幅広くアンケートを
実施する。

　村税は現状維持、地方交付税はマイナス見込みで、厳しい財政状況である。
　30 年度は樅の木荘建設、弓振 15 号橋掛替、地域福祉センター外部改修工事など公共施設等の
改修、補修工事が計画されている。
　今後も、子育て支援の充実、高齢化社会に向けた社会保障や、公共施設の長寿命化に向けた財源
投入が見込まれ、厳しい財政状況は続くと思われる。

予算
特集

村のお金はこう使われる
　予算審査特別委員会を設置し、議員 10 名で４日間にわたり審査を重ね、
30 年度一般会計歳入歳出予算 46 億 3,500 万円を可決。
　ここでは、新規事業を中心に、主だったものを紹介します。

テンサイシストセンチュウ対策 59 万円

農産物加工所関連費 1,646 万円

樅の木荘建設関連費 4 億 9,300 万円

地域おこし協力隊１名新規採用
442 万円

1 億 3,433 万円

コンビニ交付証明書交付共同システム
2,598 万円

　マイナンバーカード取得者は、住民票・印鑑証明
等の証明書交付が、全国のコンビニで可能となる。
Ｑ　コンビニ交付にはマイナンバーカードが必要。
　　10％を下回る交付率で、経費が毎年 407 万円
　　かかるが。
Ａ　特別交付金が１/2 交付される。原村民交付分
　　は手数料を引かれて原村の収入となる。
　　コンビニ交付をきっかけにカードが普及するこ
　　とに期待する。

　基金を取り崩し、一般会計に繰り入れ。
　　庁舎建設基金 1,100 万円　ふるさと基金 100 万円　   保健休養地管理事業基金 1 億 8,000 万円　
　　社会福祉基金 6,000 万円　減債基金 2 億 9,500 万円　財政調整基金 5 億 5,468 万円　奨学基金 32 万。

　被害農家経営支援、代替農地用意の委員報酬。
Ｑ　代替農地は。
Ａ　村内で４.２ha 畑 35 筆、田 11 筆用意できた。
　　まだ農家の希望にそえていない部分もある。
Ｑ　機械の洗浄については。
Ａ　北海道では洗浄場所を作っている。原村の場合、
　　長期化するかわからないため、国・県では対応
　　できない。
Ｑ　農機のレンタルは。
Ａ　今は考えていない。

　農家所得の向上を目的とした加工所設置。

　　　★詳しくは次ページの  焦点  へ

　樅の木荘建設工事費　４億 8,000 万円
　樅の木荘設計・管理業務委託料　1,300 万円
　今後、県への確認申請を経て、入札、契約予定。

新電力切替
　　仲介会社 ESP を介して、公共施設の電気を新電
力購入に切り替え、電気代削減に取り組む。
　今後、手数料６０万円と削減額に応じた手数料の
支払いをする。

　自然文化園を中心に、ペンション、ホテル、農場
等との広域的な連携を取るために、協力隊員を文化
園に派遣。
Ｑ　協力隊員の経歴は。
Ａ　大学新卒。専門性はないが育成する考えで採用。

中央高原関係費

原村振興公社
　八ヶ岳自然文化園管理委託料　3,482 万円
　別荘団地管理委託料　828 万円
　八ヶ岳美術館管理運営委託料　1,182 万円

八ヶ岳自然文化園
　第２駐車場増設工事　530 万円
　　50 台増加、150 台駐車可能に
　維持補修工事　206 万円
　文化園３０周年記念事業　30 万円
　レストラン前駐車場４台分増設工事　100 万円

もみの湯
　引湯管敷設工事　3,300 万円
　ボイラー・ろ過装置入替　2,500 万円
　竹垣かさあげ工事　82 万円
　福祉券・無料券負担金　693 万円

中央高原別荘地ゴミ集積所移転工事　500 万円

繰入金 11 億 201 万円　（前年比 89.5％増）
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老人医療費特別給付金 1 億 1,000 万円

教育支援体制強化 498 万円

公共施設長寿命化 8,057 万円

弓振農村広場トイレ及び管理棟実施設計
93 万円

　66 歳以上の医療費特別給付金。給付開始対象年齢
を引き上げたが、給付金総額はいまだに増加傾向に
ある。
Ｑ　今後の年度ごとの試算書はあるか。
Ａ　27 年度当初のものがあるが、65 歳以上人口に
　　試算のずれが生じている。実績をもとにして今
　　後のものを作成する予定。

　管理棟の老朽化により地盤を考慮しグランド北側
のあずまやと遊具の間に移設する予定。高齢者にも
配慮した設計。

小中学校英語支援アドバイザー　143 万円
Ｑ　具体的な役割と勤務形態は。
Ａ　英語教育の道筋をつけるため、授業を進める担
　　任と ALT にアドバイスを行う。授業を見守るた
　　め小中学校両方への勤務。

教育指導主事　355 万円
Ｑ　具体的な役割と勤務形態は。
Ａ　小中一貫教育の推進、いじめ・不登校対策、発
　　達障害等の児童・生徒の就学相談、県からの調
　　査関係の取りまとめなど多岐にわたる。教育委
　　員会常駐。

地域福祉センター外部改修工事　7,406 万円
　詳細設計は長寿命化を重要視したもので 29 年度作
成済み。

工事施工管理費　　　　　　　　　250 万円

保健センターエアコン設置工事　　401 万円
Ｑ　エアコン設置は建設当初の段階で考えられたの
では。
Ａ　建設時にはファンヒーター４基で対応できると
判断したが、一冬越す中で入館時にロビーに入る外
気が想定をはるかに超えていた。

弓振 15 号橋架け替え 3,000 万円

阿久遺跡隣接地買い上げ 666 万円

　地権者と境界確認済み。土地鑑定をもとに土地代
を算出。阿久縄文文化保存に向けて前進を図る。

　まるやち湖から農場へ向かう路線の弓振川にかか
る橋。30 年度は土台の建設。31 年度までの継続事業。

子ども子育てアンケート 119 万円

　31 年度策定予定の子ども子育て支援計画及び子育
て支援センター建設に向けて、幅広くアンケートを
実施する。

　村税は現状維持、地方交付税はマイナス見込みで、厳しい財政状況である。
　30 年度は樅の木荘建設、弓振 15 号橋掛替、地域福祉センター外部改修工事など公共施設等の
改修、補修工事が計画されている。
　今後も、子育て支援の充実、高齢化社会に向けた社会保障や、公共施設の長寿命化に向けた財源
投入が見込まれ、厳しい財政状況は続くと思われる。

予算
特集

村のお金はこう使われる
　予算審査特別委員会を設置し、議員 10 名で４日間にわたり審査を重ね、
30 年度一般会計歳入歳出予算 46 億 3,500 万円を可決。
　ここでは、新規事業を中心に、主だったものを紹介します。

テンサイシストセンチュウ対策 59 万円

農産物加工所関連費 1,646 万円

樅の木荘建設関連費 4 億 9,300 万円

地域おこし協力隊１名新規採用
442 万円

1 億 3,433 万円

コンビニ交付証明書交付共同システム
2,598 万円

　マイナンバーカード取得者は、住民票・印鑑証明
等の証明書交付が、全国のコンビニで可能となる。
Ｑ　コンビニ交付にはマイナンバーカードが必要。
　　10％を下回る交付率で、経費が毎年 407 万円
　　かかるが。
Ａ　特別交付金が１/2 交付される。原村民交付分
　　は手数料を引かれて原村の収入となる。
　　コンビニ交付をきっかけにカードが普及するこ
　　とに期待する。

　基金を取り崩し、一般会計に繰り入れ。
　　庁舎建設基金 1,100 万円　ふるさと基金 100 万円　   保健休養地管理事業基金 1 億 8,000 万円　
　　社会福祉基金 6,000 万円　減債基金 2 億 9,500 万円　財政調整基金 5 億 5,468 万円　奨学基金 32 万。

　被害農家経営支援、代替農地用意の委員報酬。
Ｑ　代替農地は。
Ａ　村内で４.２ha 畑 35 筆、田 11 筆用意できた。
　　まだ農家の希望にそえていない部分もある。
Ｑ　機械の洗浄については。
Ａ　北海道では洗浄場所を作っている。原村の場合、
　　長期化するかわからないため、国・県では対応
　　できない。
Ｑ　農機のレンタルは。
Ａ　今は考えていない。

　農家所得の向上を目的とした加工所設置。

　　　★詳しくは次ページの  焦点  へ

　樅の木荘建設工事費　４億 8,000 万円
　樅の木荘設計・管理業務委託料　1,300 万円
　今後、県への確認申請を経て、入札、契約予定。

新電力切替
　　仲介会社 ESP を介して、公共施設の電気を新電
力購入に切り替え、電気代削減に取り組む。
　今後、手数料６０万円と削減額に応じた手数料の
支払いをする。

　自然文化園を中心に、ペンション、ホテル、農場
等との広域的な連携を取るために、協力隊員を文化
園に派遣。
Ｑ　協力隊員の経歴は。
Ａ　大学新卒。専門性はないが育成する考えで採用。

中央高原関係費

原村振興公社
　八ヶ岳自然文化園管理委託料　3,482 万円
　別荘団地管理委託料　828 万円
　八ヶ岳美術館管理運営委託料　1,182 万円

八ヶ岳自然文化園
　第２駐車場増設工事　530 万円
　　50 台増加、150 台駐車可能に
　維持補修工事　206 万円
　文化園３０周年記念事業　30 万円
　レストラン前駐車場４台分増設工事　100 万円

もみの湯
　引湯管敷設工事　3,300 万円
　ボイラー・ろ過装置入替　2,500 万円
　竹垣かさあげ工事　82 万円
　福祉券・無料券負担金　693 万円

中央高原別荘地ゴミ集積所移転工事　500 万円

繰入金 11 億 201 万円　（前年比 89.5％増）
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ど
う
な
る
農
産
物
加
工
所

　
30
年
度
一
般
会
計
予
算
に
計
上
さ
れ
た
農
産
物
加
工
所
に
関
し
て
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
各
議

員
か
ら
多
く
の
質
疑
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
疑
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

農
産
物
加
工
所

　
30
年
度
予
算
に
旧
Ｊ
Ａ

柏
木
店
舗
の
建
物
を
利
用

し
た
農
産
物
加
工
所
の
計

画
に
関
す
る
費
用
が
計
上

さ
れ
た
。
本
事
業
は
、
国

の
地
方
創
生
交
付
金 （
補

助
率
50
％
）を
活
用
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
加
工
所
改
修
工
事
に

つ
い
て
具
体
的
な
内
容
は
。

Ａ
　
地
方
創
生
交
付
金
を

活
用
し
、
28
年
度
か
ら
30

年
度
ま
で
３
年
間
の
事
業

計
画
。
30
年
度
は
加
工
品

開
発
委
託
や
加
工
品
製
造

機
械
購
入
、
加
工
所
の
改

修
工
事
等
を
予
定
し
て
お

り
、
関
係
の
事
業
費
は
、

１
６
４
６
万
円
を
予
算
計

上
し
て
い
る
。

Ｑ
　
予
算
の
ソ
フ
ト
、
ハ

ー
ド
の
事
業
費
の
振
り
分

け
の
変
更
は
可
能
か
。

Ａ
　
目
的
達
成
の
た
め
の

事
業
費
の
変
更
は
認
め
ら

れ
る
。

Ｑ
　
５
月
ま
で
に
補
助
金

の
交
付
申
請
を
国
に
提
出

す
る
と
し
た
が
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

Ａ
　
29
年
度
は
特
産
品
を

ど
う
活
用
す
る
か
と
い
う

議
論
を
進
め
て
き
た
。
検

討
会
の
参
加
者
の
中
で
現

在
製
造
し
て
い
る
加
工
品

を
持
ち
寄
り
、
特
産
品
と

し
て
ど
れ
が
ふ
さ
わ
し
い

か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

加
工
品
の
提
供
者
か
ら
加

工
所
運
営
に
つ
い
て
の
意

向
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
６
月
ぐ
ら
い

ま
で
に
方
向
性
を
決
定
し
、

12
月
末
ま
で
に
設
計
書
が

で
き
て
い
な
い
と
、
30
年

度
末
の
完
成
に
は
間
に
合

わ
な
い
。

Ｑ
　
加
工
品
関
係
の
コ
ン

サ
ル
や
熱
意
の
あ
る
方
か

ら
の
加
工
品
の
提
案
や
、

加
工
所
運
営
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
は

な
い
か
。
民
間
で
も
こ
の

よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
成
功

し
て
い
る
例
が
あ
る
。

Ａ
　
検
討
会
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
有
線
放
送
で
広

く
住
民
か
ら
募
集
し
て
い

る
。
現
在
、
加
工
品
を
製

造
し
て
い
る
村
内
の
団
体

に
も
検
討
会
開
催
通
知
を

郵
送
し
て
い
る
。

　
検
討
会
の
参
加
者
か
ら

加
工
品
を
持
ち
寄
っ
た
中

で
、
村
の
特
産
品
と
し
て
、

コ
ン
セ
プ
ト
も
明
確
に
ま

と
め
た
有
望
な
も
の
も
出

て
い
る
。
こ
う
し
た
提
案

を
基
に
、
特
産
品
の
品
目

を
絞
っ
て
い
く
こ
と
は
可

能
と
考
え
る
。

　
本
事
業
の
趣
旨
は
村
の

農
産
物
を
、
住
民
が
加
工

し
、
販
売
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
村
外
の
個
人
、

業
者
な
ど
は
想
定
し
て
い
な

い
。

Ｑ
　
こ
の
事
業
の
重
要
度
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。
村

の
発
展
に
絶
対
必
要
な
も
の

な
の
か
。
村
の
名
物
を
本
気

に
な
っ
て
開
発
し
て
い
く
の

か
。
ど
ん
な
も
の
を
作
り
た

い
の
か
全
く
見
え
て
こ
な
い
。

Ａ
　
地
方
創
生
交
付
金
の
目

的
は
地
元
農
家
の
所
得
向
上

や
６
次
産
業
化
の
推
進
で
あ

る
。
本
事
業
の
目
的
は
、
村

の
特
産
品
を
開
発
す
る
こ
と

に
あ
る
。
こ
の
目
的
に
合
致

し
た
方
に
運
営
を
お
任
せ
し

た
い
。

Ｑ
　
加
工
所
稼
働
で
、
村
に

雇
用
が
生
ま
れ
る
の
か
。

Ａ
　
県
内
の
先
進
事
例
で
、

地
域
の
農
家
の
奥
さ
ん
方
が

加
工
所
を
運
営
し
て
い
る
所

が
あ
り
、
そ
こ
で
は
製
造
販

売
ま
で
地
元
農
家
が
労
働
者

と
し
て
参
加
し
、
給
与
を
得

て
い
る
。
当
村
も
地
元
農
家

の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
運

営
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と

思
う
。

Ｑ
　
村
が
ど
こ
ま
で
を
や
り
、

ど
こ
か
ら
任
せ
る
と
い
う
こ

と
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
施

設
の
補
修
等
が
発
生
し
た
場

合
、
そ
の
費
用
は
ど
こ
が
持

つ
の
か
と
い
う
よ
う
な
具
体

的
な
部
分
に
つ
い
て
は
。

Ａ
　
加
工
品
製
造
販
売
を
運

営
す
る
主
体
は
あ
く
ま
で
住

民
と
考
え
て
い
る
。
村
で
は

ハ
ー
ド
面
の
支
援
を
行
う
に

留
め
、
運
営
は
住
民
主
体
で

お
願
い
し
た
い
。

　
加
工
所
稼
働
後
の
初
め
の

う
ち
は
あ
る
程
度
は
村
も
費

用
的
に
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

農産物加工所関連費　 　　1,646 万円
　加工品製造用機械　　　　252 万円
　野菜乾燥機　　　　　　　100 万円
　旧 JA 柏木店舗改修費　　  950 万円
　旧 JA 柏木店舗賃借料　　　51 万円
　加工所改修設計委託料　　100 万円
　特産品開発費等　　　　　193 万円

定例会

　
第
１
回
定
例
会
を
２
月
26
日
か
ら
３
月
14
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
30
年
度
一
般
会

計
予
算
な
ど
村
長
提
出
議
案
25
件
、
議
員
提
出
議
案
２
件
、
陳
情
２
件
を
審
議
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
賛
否
の
分
か
れ
た
も
の
を
中
心
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

（
詳
し
い
内
容
は
議
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

30
年
度
一
般
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
総
額
は
46
億

３
５
０
０
万
円
。
前
年
比

５
億
１
０
０
０
万
円
増
。

　
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

２
〜
３
ペ
ー
ジ
で
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
通
り
。

反
対
討
論

◆
樅
の
木
荘
改
修
は
村
民

へ
の
説
明
が
不
十
分
。

　
コ
ン
ビ
ニ
の
証
明
書
交

付
共
同
化
事
業
は
国
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及

が
目
的
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

で
は
な
い
。

◆
樅
の
木
荘
の
建
設
関
係

は
、
住
民
の
意
見
を
く
み

上
げ
な
い
拙
速
な
進
め
方

で
あ
る
。

　
樅
の
木
荘
の
概
略
は
、

住
民
の
た
め
の
福
利
厚
生

よ
り
宿
泊
施
設
中
心
の
内

容
で
あ
る
。

◆
加
工
所
の
建
設
は
、
現

段
階
で
明
確
な
目
的
・
計

画
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

◆
文
化
財
調
査
保
護
、
阿

久
遺
跡
な
ど
縄
文
文
化
の

発
信
に
力
を
入
れ
る
な
か

で
、
予
算
の
削
減
は
事
業

の
後
退
を
ま
ね
く
。

賛
成
討
論

◆
中
央
高
原
の
再
生
と
活

性
化
、
農
業
振
興
の
た
め

の
検
討
、
村
の
未
来
の
た

め
の
教
育
の
充
実
に
つ
い

て
大
切
な
予
算
編
成
と
な

っ
て
い
る
。

◆
英
語
教
育
支
援
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
教
育
指
導
主
事

を
入
れ
る
な
ど
、
原
村
の

教
育
が
よ
そ
に
負
け
な
い

よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
樅
の
木
荘
は
、
長
年
の

懸
案
で
村
民
も
待
望
の
施

設
で
あ
る
。

◆
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
も

雨
漏
り
を
直
さ
な
け
れ
ば

被
害
も
増
大
す
る
。

　
子
育
て
の
拠
点
で
あ
る

支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
向
づ

け
を
し
て
い
る
。

　
保
・
小
・
中
の
一
環
の

流
れ
を
強
化
し
、
新
し
い

教
育
に
向
け
た
指
導
主
事

の
設
置
も
進
め
て
い
る
。

◆
樅
の
木
荘
に
つ
い
て
は
、

観
光
、
住
民
の
集
い
の
拠

点
と
し
て
早
急
に
建
設
す

る
方
針
が
出
て
い
る
。

　
福
祉
、
教
育
、
子
育
て
、

産
業
、
環
境
保
全
な
ど
総

合
的
な
施
策
が
、
人
口
増

加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

◆
46
億
３
５
０
０
万
円
と

最
近
に
な
い
予
算
編
成
で
、

樅
の
木
荘
の
耐
震
補
強
や

３
６
５
日
い
つ
で
も
住
民

が
利
用
可
能
と
な
る
コ
ン

ビ
ニ
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
な

さ
れ
る
。

30
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
総
額
は
10
億

４
１
０
０
万
円
。
前
年
比

２
億
７
０
０
万
円
減
。

反
対
討
論

◆
８
月
に
県
に
移
行
す
る

が
、
ど
の
よ
う
に
移
行
す

る
の
か
が
不
明
確
。
過
去

２
年
続
け
て
引
き
上
げ
た

経
過
か
ら
国
保
税
を
安
く

す
る
べ
き
。

賛
成
討
論

◆
今
後
の
医
療
費
を
考
え

る
と
基
金
を
積
み
立
て
、

安
定
し
た
国
保
税
に
す
る

べ
き
。

◆
国
保
税
は
基
金
を
使
っ

て
不
足
分
を
補
っ
て
き
た

経
過
が
あ
る
。
県
に
移
管

し
て
か
ら
も
安
定
運
営
す

る
た
め
に
、
基
金
を
積
ん

で
い
く
こ
と
に
賛
成
。

29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
９
号
）

◇
移
住
推
進
用
シ
ョ
ー
ト

ム
ー
ビ
ー
作
成
費
１
５
０

万
円
削
除
。

◇
も
み
の
湯
福
祉
券
・
無

料
券
負
担
金
６
９
３
万
円
。

◇
災
害
復
旧
費
、
国
か
ら

の
災
害
復
旧
費
減
額
あ
り
。

阿
久
川
災
害
復
旧
を
単
独

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工

事
費
１
５
１
万
円
と
す
る
。

◇
老
人
・
子
ど
も
・
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
特
別

給
付
金
の
増
額
。

◇
長
野
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
会
負
担
金
28

年
度
清
算
金
。

◇
出
生
増
と
転
入
増
に
よ

る
児
童
手
当
及
び
児
童
手

当
国
庫
負
担
金
・
県
負
担

金
の
増
。

◇
村
道
５
４
４
０
号
測
量

設
計
業
務
及
び
景
観
策
定

業
務
の
先
送
り
に
よ
る
減
。

◇
納
期
限
が
未
到
来
の
奨

学
金
貸
付
償
還
金
の
一
括

償
還
に
よ
る
増
。

◇
学
童
生
徒
指
導
員
臨
時

職
員
の
賃
金
の
増
。

反
対
討
論

◆
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
作

成
費
等
中
止
、
減
額
に
な

っ
て
い
る
。
計
画
ど
お
り

移
住
促
進
を
推
進
す
べ
き
。

賛
成
討
論

◆
国
か
ら
の
補
助
金
の
減

額
等
も
あ
り
、
や
む
を
得

な
い
状
況
が
あ
る
。

　
人
事
案
件 （
敬
称
略
）

原
村
監
査
委
員
の
選
任

行
田
　
吉
光
　（
八
ッ
手
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦

小
林
　
一
喜
　（
室
　
内
） 阿久遺跡　隣接地を買い上げて縄文文化保存へ

可
決

可
決

可
決

予算
特集



定

例

会

予
算
特
集

一

般

質

問

視

察

報

告

中

学

生

議

会

45

ど
う
な
る
農
産
物
加
工
所

　
30
年
度
一
般
会
計
予
算
に
計
上
さ
れ
た
農
産
物
加
工
所
に
関
し
て
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
各
議

員
か
ら
多
く
の
質
疑
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
疑
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

農
産
物
加
工
所

　
30
年
度
予
算
に
旧
Ｊ
Ａ

柏
木
店
舗
の
建
物
を
利
用

し
た
農
産
物
加
工
所
の
計

画
に
関
す
る
費
用
が
計
上

さ
れ
た
。
本
事
業
は
、
国

の
地
方
創
生
交
付
金 （
補

助
率
50
％
）を
活
用
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
加
工
所
改
修
工
事
に

つ
い
て
具
体
的
な
内
容
は
。

Ａ
　
地
方
創
生
交
付
金
を

活
用
し
、
28
年
度
か
ら
30

年
度
ま
で
３
年
間
の
事
業

計
画
。
30
年
度
は
加
工
品

開
発
委
託
や
加
工
品
製
造

機
械
購
入
、
加
工
所
の
改

修
工
事
等
を
予
定
し
て
お

り
、
関
係
の
事
業
費
は
、

１
６
４
６
万
円
を
予
算
計

上
し
て
い
る
。

Ｑ
　
予
算
の
ソ
フ
ト
、
ハ

ー
ド
の
事
業
費
の
振
り
分

け
の
変
更
は
可
能
か
。

Ａ
　
目
的
達
成
の
た
め
の

事
業
費
の
変
更
は
認
め
ら

れ
る
。

Ｑ
　
５
月
ま
で
に
補
助
金

の
交
付
申
請
を
国
に
提
出

す
る
と
し
た
が
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

Ａ
　
29
年
度
は
特
産
品
を

ど
う
活
用
す
る
か
と
い
う

議
論
を
進
め
て
き
た
。
検

討
会
の
参
加
者
の
中
で
現

在
製
造
し
て
い
る
加
工
品

を
持
ち
寄
り
、
特
産
品
と

し
て
ど
れ
が
ふ
さ
わ
し
い

か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

加
工
品
の
提
供
者
か
ら
加

工
所
運
営
に
つ
い
て
の
意

向
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
６
月
ぐ
ら
い

ま
で
に
方
向
性
を
決
定
し
、

12
月
末
ま
で
に
設
計
書
が

で
き
て
い
な
い
と
、
30
年

度
末
の
完
成
に
は
間
に
合

わ
な
い
。

Ｑ
　
加
工
品
関
係
の
コ
ン

サ
ル
や
熱
意
の
あ
る
方
か

ら
の
加
工
品
の
提
案
や
、

加
工
所
運
営
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
は

な
い
か
。
民
間
で
も
こ
の

よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
成
功

し
て
い
る
例
が
あ
る
。

Ａ
　
検
討
会
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
有
線
放
送
で
広

く
住
民
か
ら
募
集
し
て
い

る
。
現
在
、
加
工
品
を
製

造
し
て
い
る
村
内
の
団
体

に
も
検
討
会
開
催
通
知
を

郵
送
し
て
い
る
。

　
検
討
会
の
参
加
者
か
ら

加
工
品
を
持
ち
寄
っ
た
中

で
、
村
の
特
産
品
と
し
て
、

コ
ン
セ
プ
ト
も
明
確
に
ま

と
め
た
有
望
な
も
の
も
出

て
い
る
。
こ
う
し
た
提
案

を
基
に
、
特
産
品
の
品
目

を
絞
っ
て
い
く
こ
と
は
可

能
と
考
え
る
。

　
本
事
業
の
趣
旨
は
村
の

農
産
物
を
、
住
民
が
加
工

し
、
販
売
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
村
外
の
個
人
、

業
者
な
ど
は
想
定
し
て
い
な

い
。

Ｑ
　
こ
の
事
業
の
重
要
度
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。
村

の
発
展
に
絶
対
必
要
な
も
の

な
の
か
。
村
の
名
物
を
本
気

に
な
っ
て
開
発
し
て
い
く
の

か
。
ど
ん
な
も
の
を
作
り
た

い
の
か
全
く
見
え
て
こ
な
い
。

Ａ
　
地
方
創
生
交
付
金
の
目

的
は
地
元
農
家
の
所
得
向
上

や
６
次
産
業
化
の
推
進
で
あ

る
。
本
事
業
の
目
的
は
、
村

の
特
産
品
を
開
発
す
る
こ
と

に
あ
る
。
こ
の
目
的
に
合
致

し
た
方
に
運
営
を
お
任
せ
し

た
い
。

Ｑ
　
加
工
所
稼
働
で
、
村
に

雇
用
が
生
ま
れ
る
の
か
。

Ａ
　
県
内
の
先
進
事
例
で
、

地
域
の
農
家
の
奥
さ
ん
方
が

加
工
所
を
運
営
し
て
い
る
所

が
あ
り
、
そ
こ
で
は
製
造
販

売
ま
で
地
元
農
家
が
労
働
者

と
し
て
参
加
し
、
給
与
を
得

て
い
る
。
当
村
も
地
元
農
家

の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
運

営
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と

思
う
。

Ｑ
　
村
が
ど
こ
ま
で
を
や
り
、

ど
こ
か
ら
任
せ
る
と
い
う
こ

と
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
施

設
の
補
修
等
が
発
生
し
た
場

合
、
そ
の
費
用
は
ど
こ
が
持

つ
の
か
と
い
う
よ
う
な
具
体

的
な
部
分
に
つ
い
て
は
。

Ａ
　
加
工
品
製
造
販
売
を
運

営
す
る
主
体
は
あ
く
ま
で
住

民
と
考
え
て
い
る
。
村
で
は

ハ
ー
ド
面
の
支
援
を
行
う
に

留
め
、
運
営
は
住
民
主
体
で

お
願
い
し
た
い
。

　
加
工
所
稼
働
後
の
初
め
の

う
ち
は
あ
る
程
度
は
村
も
費

用
的
に
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

農産物加工所関連費　 　　1,646 万円
　加工品製造用機械　　　　252 万円
　野菜乾燥機　　　　　　　100 万円
　旧 JA 柏木店舗改修費　　  950 万円
　旧 JA 柏木店舗賃借料　　　51 万円
　加工所改修設計委託料　　100 万円
　特産品開発費等　　　　　193 万円

定例会

　
第
１
回
定
例
会
を
２
月
26
日
か
ら
３
月
14
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
30
年
度
一
般
会

計
予
算
な
ど
村
長
提
出
議
案
25
件
、
議
員
提
出
議
案
２
件
、
陳
情
２
件
を
審
議
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
賛
否
の
分
か
れ
た
も
の
を
中
心
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

（
詳
し
い
内
容
は
議
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

30
年
度
一
般
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
総
額
は
46
億

３
５
０
０
万
円
。
前
年
比

５
億
１
０
０
０
万
円
増
。

　
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

２
〜
３
ペ
ー
ジ
で
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
通
り
。

反
対
討
論

◆
樅
の
木
荘
改
修
は
村
民

へ
の
説
明
が
不
十
分
。

　
コ
ン
ビ
ニ
の
証
明
書
交

付
共
同
化
事
業
は
国
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及

が
目
的
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

で
は
な
い
。

◆
樅
の
木
荘
の
建
設
関
係

は
、
住
民
の
意
見
を
く
み

上
げ
な
い
拙
速
な
進
め
方

で
あ
る
。

　
樅
の
木
荘
の
概
略
は
、

住
民
の
た
め
の
福
利
厚
生

よ
り
宿
泊
施
設
中
心
の
内

容
で
あ
る
。

◆
加
工
所
の
建
設
は
、
現

段
階
で
明
確
な
目
的
・
計

画
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

◆
文
化
財
調
査
保
護
、
阿

久
遺
跡
な
ど
縄
文
文
化
の

発
信
に
力
を
入
れ
る
な
か

で
、
予
算
の
削
減
は
事
業

の
後
退
を
ま
ね
く
。

賛
成
討
論

◆
中
央
高
原
の
再
生
と
活

性
化
、
農
業
振
興
の
た
め

の
検
討
、
村
の
未
来
の
た

め
の
教
育
の
充
実
に
つ
い

て
大
切
な
予
算
編
成
と
な

っ
て
い
る
。

◆
英
語
教
育
支
援
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
教
育
指
導
主
事

を
入
れ
る
な
ど
、
原
村
の

教
育
が
よ
そ
に
負
け
な
い

よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
樅
の
木
荘
は
、
長
年
の

懸
案
で
村
民
も
待
望
の
施

設
で
あ
る
。

◆
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
も

雨
漏
り
を
直
さ
な
け
れ
ば

被
害
も
増
大
す
る
。

　
子
育
て
の
拠
点
で
あ
る

支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
向
づ

け
を
し
て
い
る
。

　
保
・
小
・
中
の
一
環
の

流
れ
を
強
化
し
、
新
し
い

教
育
に
向
け
た
指
導
主
事

の
設
置
も
進
め
て
い
る
。

◆
樅
の
木
荘
に
つ
い
て
は
、

観
光
、
住
民
の
集
い
の
拠

点
と
し
て
早
急
に
建
設
す

る
方
針
が
出
て
い
る
。

　
福
祉
、
教
育
、
子
育
て
、

産
業
、
環
境
保
全
な
ど
総

合
的
な
施
策
が
、
人
口
増

加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

◆
46
億
３
５
０
０
万
円
と

最
近
に
な
い
予
算
編
成
で
、

樅
の
木
荘
の
耐
震
補
強
や

３
６
５
日
い
つ
で
も
住
民

が
利
用
可
能
と
な
る
コ
ン

ビ
ニ
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
な

さ
れ
る
。

30
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
総
額
は
10
億

４
１
０
０
万
円
。
前
年
比

２
億
７
０
０
万
円
減
。

反
対
討
論

◆
８
月
に
県
に
移
行
す
る

が
、
ど
の
よ
う
に
移
行
す

る
の
か
が
不
明
確
。
過
去

２
年
続
け
て
引
き
上
げ
た

経
過
か
ら
国
保
税
を
安
く

す
る
べ
き
。

賛
成
討
論

◆
今
後
の
医
療
費
を
考
え

る
と
基
金
を
積
み
立
て
、

安
定
し
た
国
保
税
に
す
る

べ
き
。

◆
国
保
税
は
基
金
を
使
っ

て
不
足
分
を
補
っ
て
き
た

経
過
が
あ
る
。
県
に
移
管

し
て
か
ら
も
安
定
運
営
す

る
た
め
に
、
基
金
を
積
ん

で
い
く
こ
と
に
賛
成
。

29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
９
号
）

◇
移
住
推
進
用
シ
ョ
ー
ト

ム
ー
ビ
ー
作
成
費
１
５
０

万
円
削
除
。

◇
も
み
の
湯
福
祉
券
・
無

料
券
負
担
金
６
９
３
万
円
。

◇
災
害
復
旧
費
、
国
か
ら

の
災
害
復
旧
費
減
額
あ
り
。

阿
久
川
災
害
復
旧
を
単
独

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工

事
費
１
５
１
万
円
と
す
る
。

◇
老
人
・
子
ど
も
・
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
特
別

給
付
金
の
増
額
。

◇
長
野
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
会
負
担
金
28

年
度
清
算
金
。

◇
出
生
増
と
転
入
増
に
よ

る
児
童
手
当
及
び
児
童
手

当
国
庫
負
担
金
・
県
負
担

金
の
増
。

◇
村
道
５
４
４
０
号
測
量

設
計
業
務
及
び
景
観
策
定

業
務
の
先
送
り
に
よ
る
減
。

◇
納
期
限
が
未
到
来
の
奨

学
金
貸
付
償
還
金
の
一
括

償
還
に
よ
る
増
。

◇
学
童
生
徒
指
導
員
臨
時

職
員
の
賃
金
の
増
。

反
対
討
論

◆
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
作

成
費
等
中
止
、
減
額
に
な

っ
て
い
る
。
計
画
ど
お
り

移
住
促
進
を
推
進
す
べ
き
。

賛
成
討
論

◆
国
か
ら
の
補
助
金
の
減

額
等
も
あ
り
、
や
む
を
得

な
い
状
況
が
あ
る
。

　
人
事
案
件 （
敬
称
略
）

原
村
監
査
委
員
の
選
任

行
田
　
吉
光
　（
八
ッ
手
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦

小
林
　
一
喜
　（
室
　
内
） 阿久遺跡　隣接地を買い上げて縄文文化保存へ

可
決

可
決

可
決

予算
特集



表

決

結

果

予
算
特
集

一

般

質

問

組

合

報

告

中

学

生

議

会

67 45 67

第 1 回定例会（2 月 26 日～ 3 月 14 日 )　表決結果

○は賛成、×は反対、△は趣旨採択、▽は退席、－は欠席、議長は可否同数時のみ裁決する

以上、全会一致

本会議で採択された請願・陳情は、委員会又は議員から意見書案が提出され、可決
した場合は原村議会議長名で国会又は関係行政庁宛に意見書を提出します

　陳
情
の
審
査

中
新
田
集
落
内
へ
の
携
帯
基
地
局
設
置
計
画

問
題
に
関
す
る
要
望
書

　

反
対
討
論

　
業
者
及
び
村
か
ら
説
明
を
受
け
た
中
で
は

違
法
性
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
当
事
者
間

で
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
不
採
択
と
し

た
い
。

賛
成
討
論

　
要
望
書
の
趣
旨
は
理
解
で
き
る
の
で
、
趣

旨
採
択
と
す
べ
き
と
考
え
る
。

「
国
連『
核
兵
器
禁
止
条
約
』に
賛
同
し
批
准

す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
」の
採
択
を
求
め

る
陳
情

反
対
討
論

　
日
本
政
府
は
、
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
１

９
９
４
年
の
国
連
総
会
の
第
一
委
員
会
に
核

兵
器
廃
絶
を
求
め
る
決
議
案
を
提
出
し
、
23

年
連
続
で
採
択
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
と

同
様
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

賛
成
討
論

　
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
破
滅
的
な
結
末
を

も
た
ら
す
非
人
道
的
兵
器
で
あ
る
核
兵
器
の

全
廃
を
訴
え
る
唯
一
の
方
法
で
あ
る
。
日
本

は
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
こ
と
、
核
兵
器
禁

止
条
約
に
は
、
１
２
２
か
国
が
賛
同
し
て
い

る
こ
と
。
非
核
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す

る
必
要
が
あ
る
。

結
果

矢
島
昌
彦

鮫
島
和
美

永
井
和
人

宮
坂
早
苗

阿
部
泰
和

内
田
章
子

松
下
浩
史

小
池
和
男

小
平
雅
彦

芳
澤
清
人

議案第10号 29年度一般会計補正予算（第９号） 可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第14号 30年度一般会計予算 可決 ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
議案第15号 30年度原村国民健康保険事業勘定特別会計予算 可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
議案第21号 原村国民健康保険条例の一部改正 可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

陳情第1号
「国連『核兵器禁止条約』に賛同し批准するよう求める意見書」の採択を求める陳情
《提出者：「憲法９条を守る原村民の会」事務局長　黒田　晃生》

不採択 × ○ × ○ × ○ × × × ×

平成29年
陳情第6号

中新田集落内への携帯基地局設置計画問題に関する要望書
《提出者：代表者　中村　平次郎ほか17人》

不採択 × △ × × × △ × × × ×

賛否が分かれた議案等

同意第1号 原村監査委員の選任 同意
諮問第1号 人権擁護委員候補者の推薦 適任
承認第1号 専決処分の承認〈29年度一般会計補正予算（第８号）〉 承認
議案第1号 長野県町村公平委員会共同設置規約の変更 可決
議案第2号 原村個人情報保護条例及び原村公文書公開条例の一部改正 可決
議案第3号 職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正 可決
議案第4号 原村一般職の職員の給与に関する条例の一部改正 可決
議案第5号 原村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 可決
議案第6号 原村後期高齢者医療に関する条例の一部改正 可決
議案第7号 原村水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正 可決
議案第8号 原村消防団員等公務災害補償条例の一部改正 可決
議案第9号 原村道路線の廃止及び認定 可決
議案第11号 29年度原村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決
議案第12号 29年度原村水道事業会計補正予算（第２号） 可決
議案第13号 29年度原村下水道事業会計補正予算（第２号） 可決
議案第16号 30年度原村国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予算 可決
議案第17号 30年度原村農業者労働災害共済事業特別会計予算 可決
議案第18号 30年度原村後期高齢者医療特別会計予算 可決
議案第19号 30年度原村水道事業会計予算 可決
議案第20号 30年度原村下水道事業会計予算 可決
議案第22号 原村国民健康保険税条例の一部改正 可決

発委第１号
予算審査特別委員会の設置
《提出者：議会運営委員会委員長　小平　雅彦》

可決

発委第２号
専決処分事項の指定
《提出者：議会運営委員会委員長　小平　雅彦》

議決

教
職
員
の
労
働
時
間

質
問

　小
中
学
校
の
教
職

員
の
長
時
間
労
働
が
全
国

的
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

原
村
の
小
中
学
校
の
時
間

外
労
働
の
実
態
は
。

教
育
長
　
平
日
の
時
間
外

勤
務
、
29
年
度
５
月
の
調

査
で
は
月
平
均
で
小
学
校

52
時
間
48
分（
県
48
時
間

59
分
）中
学
校
66
時
間

（
県
54
時
間
50
分
）で
あ
り

県
に
比
べ
多
い
勤
務
時
間

で
あ
る
。
学
級
担
任
を
し

て
い
る
先
生
の
割
合
が
多

い
の
が
要
因
。

質
問

　時
間
外
労
働
を
解

消
す
る
対
策
は
。

教
育
長
　
30
年
度
か
ら
教

育
指
導
主
事
を
新
規
に
配

置
し
、
教
職
員
の
勤
務
時

間
、
環
境
改
善
等
、
実
態

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問

　中
学
の
部
活
指
導

員
に
外
部
の
人
材
を
活
用

す
る
考
え
は
。

教
育
長
　
現
在
、
ス
ケ
ー

ト
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
な
ど
に
入
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
30

年
度
、
学
校
と
調
整
を
し

な
が
ら
、
拡
大
し
て
い
き

た
い
。
大
会
引
率
や
部
内

の
人
間
関
係
構
築
の
面
も

含
め
て
顧
問
の
先
生
と
ど

の
よ
う
な
連
携
が
図
ら
れ

る
の
か
考
え
た
い
。

幹
線
道
路
の
整
備

質
問

　村
道
幹
線
道
路
の

パ
ト
ロ
ー
ル
や
補
修
の
状

況
は
。

村
長
　
村
道
の
交
通
量
の

激
し
い
幹
線
道
路
を
中
心

に
週
１
回
程
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
る
。
軽
微

な
損
傷
は
職
員
が
、
難
し

い
も
の
は
業
者
が
補
修
す

る
。

質
問

　区
の
道
路
補
修
等

の
要
望
対
応
は
。

村
長
　
区
か
ら
の
要
望
の

重
要
度
、
継
続
状
況
な
ど

を
勘
案
し
、
村
の
実
施
計

画
に
入
れ
、
予
算
が
確
保

で
き
た
と
こ
ろ
か
ら
実
施

し
て
い
る
。

教
職
員
の
長
時
間
労
働
対
策
は

答
　
教
育
指
導
主
事
を
配
置
し

　
　
　
　
　
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く

芳 澤 清 人

中
学
校
ク
ラ
ブ
活
動

　
外
部
の
人
材
の
活
用
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

■ 芳澤清人 議員･････････････P7
1. 平成 30年度予算
2. 教職員の労働時間
3. 幹線道路の整備

■ 永井和人 議員･････････････P8
1. テンサイシストセンチュウ対策
2. 不登校対策

■  阿部泰和 議員･････････････P10
1. 農産物加工所の進捗状況
2. 縄文文化での連携
3. 新教育委員会制度
4. 鳥獣被害対策

■  小平雅彦 議員･････････････P9
1. 森林整備の促進
2. 公共交通
3. 防犯対策

■ 鮫島和美 議員･････････････P8
1. ペンション村の活性化

■ 矢島昌彦 議員･･････････････P10
1. 美しい村連合事業
2. 原村職員の給与
3. 八ヶ岳自然文化園の経営改善
4. ペンション村の活性化

■ 内田章子 議員･････････････P9
1. 国民健康保険税の引き下げ
2.「非核平和宣言の村」としての事業
3. 道路横断者の安全対策

■  松下浩史 議員･･････････････P11
1. 村財政
2. 人口対策
3. 高齢者の医療費特別給付金

■  宮坂早苗 議員･･････････････P11
1.「食」によるまちづくり、経済の活性化
2. 住宅宿泊事業法
3. 避難所運営マニュアル
4. 防災倉庫の設置

一般
質問

　一般質問とは、議員が村の行財政について疑問点を正すことをいいます。
　議会だよりでは、目次には全質問項目を、各議員のページには主な質問内容
を掲載します。くわしい議事録は村のホームページに掲載します。
　今議会では、９人の議員が一般質問を行いました。

村政を問う

不
採
択

不
採
択



一

般

質

問

定

例

会

予
算
特
集

視

察

報

告

中

学

生

議

会

67 45 67

第 1 回定例会（ 2月 26 日 ～3 月 14 日 ) 　表決結果

○は賛成、×は反対、△は趣旨採択、▽は退席、－は欠席、議長は可否同数時のみ裁決する

以上、全会一致

本会議で採択された請願・陳情は、委員会又は議員から意見書案が提出され、可決
した場合は原村議会議長名で国会又は関係行政庁宛に意見書を提出します

　
陳
情
の
審
査

中
新
田
集
落
内
へ
の
携
帯
基
地
局
設
置
計
画

問
題
に
関
す
る
要
望
書

　

反
対
討
論

　業
者
及
び
村
か
ら
説
明
を
受
け
た
中
で
は

違
法
性
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
当
事
者
間

で
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
不
採
択
と
し

た
い
。

賛
成
討
論

　要
望
書
の
趣
旨
は
理
解
で
き
る
の
で
、
趣

旨
採
択
と
す
べ
き
と
考
え
る
。

「
国
連『
核
兵
器
禁
止
条
約
』に
賛
同
し
批
准

す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
」の
採
択
を
求
め

る
陳
情

反
対
討
論

　日
本
政
府
は
、
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
１

９
９
４
年
の
国
連
総
会
の
第
一
委
員
会
に
核

兵
器
廃
絶
を
求
め
る
決
議
案
を
提
出
し
、
23

年
連
続
で
採
択
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
と

同
様
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

賛
成
討
論

　核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
破
滅
的
な
結
末
を

も
た
ら
す
非
人
道
的
兵
器
で
あ
る
核
兵
器
の

全
廃
を
訴
え
る
唯
一
の
方
法
で
あ
る
。
日
本

は
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
こ
と
、
核
兵
器
禁

止
条
約
に
は
、
１
２
２
か
国
が
賛
同
し
て
い

る
こ
と
。
非
核
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す

る
必
要
が
あ
る
。

結
果

矢
島
昌
彦

鮫
島
和
美

永
井
和
人

宮
坂
早
苗

阿
部
泰
和

内
田
章
子

松
下
浩
史

小
池
和
男

小
平
雅
彦

芳
澤
清
人

議案第10号 29年度一般会計補正予算（第９号） 可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第14号 30年度一般会計予算 可決 ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
議案第15号 30年度原村国民健康保険事業勘定特別会計予算 可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
議案第21号 原村国民健康保険条例の一部改正 可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

陳情第1号
「国連『核兵器禁止条約』に賛同し批准するよう求める意見書」の採択を求める陳情
《提出者：「憲法９条を守る原村民の会」事務局長　黒田　晃生》

不採択 × ○ × ○ × ○ × × × ×

平成29年
陳情第6号

中新田集落内への携帯基地局設置計画問題に関する要望書
《提出者：代表者　中村　平次郎ほか17人》

不採択 × △ × × × △ × × × ×

賛否が分かれた議案等

同意第1号 原村監査委員の選任 同意
諮問第1号 人権擁護委員候補者の推薦 適任
承認第1号 専決処分の承認〈29年度一般会計補正予算（第８号）〉 承認
議案第1号 長野県町村公平委員会共同設置規約の変更 可決
議案第2号 原村個人情報保護条例及び原村公文書公開条例の一部改正 可決
議案第3号 職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正 可決
議案第4号 原村一般職の職員の給与に関する条例の一部改正 可決
議案第5号 原村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 可決
議案第6号 原村後期高齢者医療に関する条例の一部改正 可決
議案第7号 原村水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正 可決
議案第8号 原村消防団員等公務災害補償条例の一部改正 可決
議案第9号 原村道路線の廃止及び認定 可決
議案第11号 29年度原村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決
議案第12号 29年度原村水道事業会計補正予算（第２号） 可決
議案第13号 29年度原村下水道事業会計補正予算（第２号） 可決
議案第16号 30年度原村国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予算 可決
議案第17号 30年度原村農業者労働災害共済事業特別会計予算 可決
議案第18号 30年度原村後期高齢者医療特別会計予算 可決
議案第19号 30年度原村水道事業会計予算 可決
議案第20号 30年度原村下水道事業会計予算 可決
議案第22号 原村国民健康保険税条例の一部改正 可決

発委第１号
予算審査特別委員会の設置
《提出者：議会運営委員会委員長　小平　雅彦》

可決

発委第２号
専決処分事項の指定
《提出者：議会運営委員会委員長　小平　雅彦》

議決

教
職
員
の
労
働
時
間

質
問

　
小
中
学
校
の
教
職

員
の
長
時
間
労
働
が
全
国

的
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

原
村
の
小
中
学
校
の
時
間

外
労
働
の
実
態
は
。

教
育
長

　平
日
の
時
間
外

勤
務
、
29
年
度
５
月
の
調

査
で
は
月
平
均
で
小
学
校

52
時
間
48
分（
県
48
時
間

59
分
）中
学
校
66
時
間

（
県
54
時
間
50
分
）で
あ
り

県
に
比
べ
多
い
勤
務
時
間

で
あ
る
。
学
級
担
任
を
し

て
い
る
先
生
の
割
合
が
多

い
の
が
要
因
。

質
問

　
時
間
外
労
働
を
解

消
す
る
対
策
は
。

教
育
長

　30
年
度
か
ら
教

育
指
導
主
事
を
新
規
に
配

置
し
、
教
職
員
の
勤
務
時

間
、
環
境
改
善
等
、
実
態

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問

　
中
学
の
部
活
指
導

員
に
外
部
の
人
材
を
活
用

す
る
考
え
は
。

教
育
長

　現
在
、
ス
ケ
ー

ト
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
な
ど
に
入
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
30

年
度
、
学
校
と
調
整
を
し

な
が
ら
、
拡
大
し
て
い
き

た
い
。
大
会
引
率
や
部
内

の
人
間
関
係
構
築
の
面
も

含
め
て
顧
問
の
先
生
と
ど

の
よ
う
な
連
携
が
図
ら
れ

る
の
か
考
え
た
い
。

幹
線
道
路
の
整
備

質
問

　
村
道
幹
線
道
路
の

パ
ト
ロ
ー
ル
や
補
修
の
状

況
は
。

村
長

　村
道
の
交
通
量
の

激
し
い
幹
線
道
路
を
中
心

に
週
１
回
程
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
る
。
軽
微

な
損
傷
は
職
員
が
、
難
し

い
も
の
は
業
者
が
補
修
す

る
。

質
問

　
区
の
道
路
補
修
等

の
要
望
対
応
は
。

村
長

　区
か
ら
の
要
望
の

重
要
度
、
継
続
状
況
な
ど

を
勘
案
し
、
村
の
実
施
計

画
に
入
れ
、
予
算
が
確
保

で
き
た
と
こ
ろ
か
ら
実
施

し
て
い
る
。

教
職
員
の
長
時
間
労
働
対
策
は

答

　教
育
指
導
主
事
を
配
置
し

　
　
　
　
　改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く

芳 澤 清 人

中
学
校
ク
ラ
ブ
活
動

　外
部
の
人
材
の
活
用
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

■ 芳澤清人 議員･････････････P7
1. 平成 30年度予算
2. 教職員の労働時間
3. 幹線道路の整備

■ 永井和人 議員･････････････P8
1. テンサイシストセンチュウ対策
2. 不登校対策

■  阿部泰和 議員･････････････P10
1. 農産物加工所の進捗状況
2. 縄文文化での連携
3. 新教育委員会制度
4. 鳥獣被害対策

■  小平雅彦 議員･････････････P9
1. 森林整備の促進
2. 公共交通
3. 防犯対策

■ 鮫島和美 議員･････････････P8
1. ペンション村の活性化

■ 矢島昌彦 議員･･････････････P10
1. 美しい村連合事業
2. 原村職員の給与
3. 八ヶ岳自然文化園の経営改善
4. ペンション村の活性化

■ 内田章子 議員･････････････P9
1. 国民健康保険税の引き下げ
2.「非核平和宣言の村」としての事業
3. 道路横断者の安全対策

■  松下浩史 議員･･････････････P11
1. 村財政
2. 人口対策
3. 高齢者の医療費特別給付金

■  宮坂早苗 議員･･････････････P11
1.「食」によるまちづくり、経済の活性化
2. 住宅宿泊事業法
3. 避難所運営マニュアル
4. 防災倉庫の設置

一般
質問

　一般質問とは、議員が村の行財政について疑問点を正すことをいいます。
　議会だよりでは、目次には全質問項目を、各議員のページには主な質問内容
を掲載します。くわしい議事録は村のホームページに掲載します。
　今議会では、９人の議員が一般質問を行いました。

村政を問う

不
採
択

不
採
択
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果
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89

ペ
ン
シ
ョ
ン
村
の
活
性
化
は

答

　中
央
高
原
一
帯
の

　
　
　
　観
光
振
興
を
進
め
て
い
る

鮫 島 和 美

「
重
要
病
害
虫
」
テ
ン
サ
イ

　
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策
は

答

　防
除
対
策
本
部
を
中
心
に
対
応

永 井 和 人

セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策

質
問

　
農
林
水
産
省
は
農

作
物
の
生
育
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
病
害
虫「
テ

ン
サ
イ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ
」が
国
内
で
初
め
て
原

村
の
ほ
場
で
確
認
さ
れ
た

と
発
表
し
た
。
対
策
は
。

村
長

　
村
と
農
業
委
員
会
、

Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
で
テ
ン
サ

イ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
防

除
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ

た
。

質
問

　
確
認
さ
れ
た
病
害

虫
が
土
壌
に
生
息
す
る
と

キ
ャ
ベ
ツ
や
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
な
ど
ア
ブ
ラ
ナ
属
に
寄

生
し
、
寄
生
さ
れ
た
農
作

物
は
大
き
な
被
害
を
被
る

と
い
う
が
、
防
除
対
策
説

明
会
で
農
家
か
ら
ど
の
よ

う
な
質
問
や
、
要
望
が
出

さ
れ
た
か
。

村
長

　
農
作
物
が
作
付
け

で
き
な
い
ほ
場
の
補
償
に

つ
い
て
の
質
問
や
、
防
除

を
行
う
前
に
ひ
と
作
で
も

作
ら
せ
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
あ
っ
た
。

質
問

　
発
生
ほ
場
の
代
替

地
を
紹
介
す
る
考
え
は
。

村
長

　
代
替
農
地
の
希
望

者
へ
の
意
向
調
査
を
し
、

代
替
地
と
し
て
必
要
な
条

件
と
面
積
の
把
握
に
努
め

て
い
る
。

質
問

　
発
生
ほ
場
の
農
家

へ
の
補
償
の
見
込
み
は
。

村
長

　
テ
ン
サ
イ
シ
ス
ト

セ
ン
チ
ュ
ウ
が
、
植
物
防

疫
法
で
緊
急
防
除
の
対
象

に
な
る
か
ど
う
か
が
協
議

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

※

質
問
時
に
は
未
確
定
だ
っ
た

　が
、
現
在
は
緊
急
防
除
の
対

　象
と
な
っ
て
い
る
。

不
登
校
対
策

質
問

　
小
・
中
学
校
の
不

登
校
児
童
生
徒
の
実
態
と

要
因
は
。

教
育
長

　
小
学
校
低
学
年

の
児
童
の
中
に
は
母
子
分

離
が
な
か
な
か
で
き
な
い

児
童
が
い
る
。
中
学
校
で

は
30
日
を
超
え
る
欠
席
の

生
徒
も
い
る
が
、
不
登
校

の
生
徒
と
い
う
認
識
は
さ

れ
て
い
な
い
。

質
問

　
不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
対
応
は
。

教
育
長

　
早
期
発
見
、
早

期
対
応
が
大
原
則
で
あ
る
。

継
続
し
て
３
日
以
上
欠
席

す
る
児
童
生
徒
に
は
直
ち

に
家
庭
訪
問
を
行
い
、
本

人
に
寄
り
そ
っ
た
支
援
を

し
て
い
る
。

「
防
犯
推
進
基
本
計
画
」
策
定
を

答

　防
犯
組
織
等
と
協
議
す
る

小 平 雅 彦

森
林
整
備
の
促
進

質
問

　
森
林
の
整
備
、
適

正
管
理
の
推
進
策
は
。

村
長

　
森
林
整
備
計
画
に

従
い
、
間
伐
及
び
植
栽
を

進
め
る
。
補
助
事
業
を
利

用
し
、
山
林
の
更
新
、
保

全
管
理
な
ど
整
備
を
進
め

る
。
私
有
林
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
の
理
解
を
得
て
、

き
め
細
か
い
事
業
を
展
開

す
る
。

公
共
交
通

質
問

　
高
齢
者
や
、
交
通

弱
者
の
外
出
、
家
族
の
負

担
軽
減
に
公
共
交
通
の
充

実
が
必
要
。
住
民
の
意
見

は
ど
の
よ
う
に
運
行
に
活

か
せ
て
い
る
か
。
ま
た
、

ダ
イ
ヤ
改
正
、
バ
ス
停
や

フ
リ
ー
乗
降
区
域
の
拡
大
、

デ
マ
ン
ド
化
な
ど
利
便
性

の
向
上
策
は
。

村
長

　
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
で
協
議
し
変
更
で

き
る
も
の
は
調
整
し
て
い

る
。
デ
マ
ン
ド
化
は
経
費

的
に
困
難
、
フ
リ
ー
乗
車

区
域
の
拡
大
は
道
路
幅
の

狭
い
所
や
県
道
で
は
で
き

な
い
な
ど
の
制
約
が
あ
っ

て
拡
大
は
難
し
い
。

防
犯
対
策

質
問

　
子
ど
も
や
高
齢
者
、

犯
罪
弱
者
が
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
た
り
、
特
殊
詐
欺

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪

が
増
加
し
て
い
る
。
防
犯

対
策
の
現
状
は
。
ま
た
、

防
犯
対
策
充
実
の
た
め
の

「
防
犯
推
進
基
本
計
画
」の

策
定
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
対
す
る
考
え
は
。

村
長

　
関
係
機
関
団
体
の

連
携
、
情
報
交
換
、
啓
発

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
、
防
犯
意
識
の
全
体

的
向
上
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
防
犯
推
進
基
本
計
画

等
に
つ
い
て
は
、
防
犯
組

合
等
と
協
議
検
討
し
て
い

き
た
い
。

セ
ロ
リ
ン
号

　村
で
唯
一
の
公
共
交
通
。
毎
年
ダ

イ
ヤ
の
見
直
し
等
を
行
い
な
が
ら
、

２
台
の
運
用
を
行
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ

答

　据
え
置
く
こ
と
が
適
当
と
判
断

内 田 章 子

ペ
ン
シ
ョ
ン
村
活
性
化

質
問

　
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
の

実
態
を
ど
う
把
握
し
て
い

る
か
。

村
長

　
経
営
不
振
、
オ
ー

ナ
ー
の
高
齢
化
、
後
継
者

の
問
題
等
大
き
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
。

質
問

　
樅
の
木
荘
改
修
計

画
に
新
た
な
宿
泊
施
設
が

含
ま
れ
て
い
る
が
、
ペ
ン

シ
ョ
ン
と
の
競
合
は
な
い

か
。

村
長

　
ペ
ン
シ
ョ
ン
へ
の

影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

樅
の
木
荘
は
定
年
後
の
高

齢
者
等
、
ゆ
っ
く
り
長
期

に
泊
ま
る
方
、
少
年
ス
ポ

ー
ツ
の
団
体
等
を
主
な
客

と
し
て
想
定
し
て
い
る
。

質
問

　
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
活

性
化
の
た
め
の
具
体
的
方

針
は
。

村
長

　
中
央
高
原
の
再
生

に
よ
る
地
域
づ
く
り
と
観

光
振
興
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
農
業
と
連
携
し
た

体
験
型
、
滞
在
型
観
光
を

考
え
る
。
ま
た
、
星
の
探

訪
、
音
楽
会
等
の
広
域
連

携
も
必
要
で
あ
る
し
、
八

ヶ
岳
観
光
圏
事
業
と
の
連

携
も
必
要
だ
と
思
う
。

質
問

　
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
オ

ー
ナ
ー
の
中
に
、
村
に
直

接
自
分
た
ち
の
意
見
を
聴

い
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

も
あ
る
。
ペ
ン
シ
ョ
ン
の

オ
ー
ナ
ー
の
意
向
を
直
接

聞
く
会
合
を
開
い
た
ら
ど

う
か
。

村
長

　
28
年
度
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、
個
々
の
オ
ー

ナ
ー
と
対
応
し
て
い
る
。

オ
ー
ナ
ー
と
の
会
合
を
持

っ
て
、
良
い
結
果
が
得
ら

れ
る
か
疑
問
で
あ
る
。

質
問

　
村
の
観
光
拠
点
と

し
て
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
を

含
め
た
中
央
高
原
一
帯
の

総
合
的
発
展
を
図
る
べ
き

で
は
。

村
長

　
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
、

八
ヶ
岳
自
然
文
化
園
、
八

ヶ
岳
中
央
農
業
実
践
大
学

校
、
樅
の
木
荘
等
の
連
携

を
さ
ら
に
図
る
。

ペ
ン
シ
ョ
ン
村
マ
ッ
プ

周
辺
と
の
連
携
を
ど
う
図
る
か

エコーライン
　交通量が多く、横断歩道が望まれる。

国
民
健
康
保
険
税

質
問

　
国
民
健
康
保
険
税

を
引
き
下
げ
る
考
え
は
。

村
長

　
30
年
度
は
県
広
域

化
の
初
年
度
で
あ
り
、
動

向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
。
慎
重
審
議
の
結
果
、

30
年
度
の
保
険
税
は
据
え

置
く
こ
と
が
適
当
と
判
断
。

質
問

　
国
保
加
入
者
の
平

均
所
得
に
対
し
て
、
保
険

料
の
負
担
率
は
、
協
会
健

保
や
組
合
健
保
に
比
べ
て

非
常
に
突
出
し
て
高
い
が
、

今
後
下
げ
て
い
く
方
向
で

考
え
ら
れ
な
い
か
。

村
長

　
繰
越
金
は
、
基
金

に
積
ん
で
、
今
後
の
税
率

の
上
昇
を
避
け
る
べ
き
だ

と
判
断
し
た
。

平
和
記
念
式
典

質
問

　
「
非
核
平
和
宣
言

の
村
」と
し
て
の
事
業
と

し
て
、
広
島
で
開
催
さ
れ

る
平
和
記
念
式
典
に
中
学

生
派
遣
を
新
規
に
実
施
す

る
考
え
は
。

村
長

　
現
時
点
に
お
い
て

は
、
過
去
の
教
育
長
が
答

弁
し
て
き
た
内
容
に
変
更

は
な
い
。
平
和
記
念
式
典

に
派
遣
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

質
問

　
戦
争
に
よ
る
唯
一

の
被
爆
国
と
し
て
被
爆
さ

れ
た
方
々
の
声
を
聴
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
他
の
平
和
教
育
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
さ
ら
に

加
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
長

　
意
見
と
し
て
承
る
。

道
路
横
断
者
の
安
全

質
問

　
道
路
横
断
者
の
安

全
対
策
と
し
て
、
横
断
歩

道
を
設
置
す
る
考
え
は
。

村
長

　
横
断
歩
道
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
県
の
公
安

委
員
会
が
所
管
。
29
年
度

は
４
か
所
要
望
、
30
年
度

は
そ
の
４
か
所
を
継
続
要

望
し
、
さ
ら
に
新
規
３
か

所
を
追
加
要
望
す
る
予
定
。

建
設
水
道
課
長

　
エ
コ
ー

ラ
イ
ン
の
、
自
由
農
園
と

八
ッ
手
に
下
る
道
と
の
中

間
あ
た
り
を
要
望
し
て
い

る
。
柳
沢
交
差
点
に
つ
い

て
は
、
特
に
要
望
が
出
て

い
な
い
の
で
要
望
し
て
い

な
い
。
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ペ
ン
シ
ョ
ン
村
の
活
性
化
は

答

　中
央
高
原
一
帯
の

　
　
　
　観
光
振
興
を
進
め
て
い
る

鮫 島 和 美

「
重
要
病
害
虫
」
テ
ン
サ
イ

　
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策
は

答

　防
除
対
策
本
部
を
中
心
に
対
応

永 井 和 人

セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策

質
問

　
農
林
水
産
省
は
農

作
物
の
生
育
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
病
害
虫「
テ

ン
サ
イ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ
」が
国
内
で
初
め
て
原

村
の
ほ
場
で
確
認
さ
れ
た

と
発
表
し
た
。
対
策
は
。

村
長

　
村
と
農
業
委
員
会
、

Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
で
テ
ン
サ

イ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
防

除
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ

た
。

質
問

　
確
認
さ
れ
た
病
害

虫
が
土
壌
に
生
息
す
る
と

キ
ャ
ベ
ツ
や
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
な
ど
ア
ブ
ラ
ナ
属
に
寄

生
し
、
寄
生
さ
れ
た
農
作

物
は
大
き
な
被
害
を
被
る

と
い
う
が
、
防
除
対
策
説

明
会
で
農
家
か
ら
ど
の
よ

う
な
質
問
や
、
要
望
が
出

さ
れ
た
か
。

村
長

　
農
作
物
が
作
付
け

で
き
な
い
ほ
場
の
補
償
に

つ
い
て
の
質
問
や
、
防
除

を
行
う
前
に
ひ
と
作
で
も

作
ら
せ
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
あ
っ
た
。

質
問

　
発
生
ほ
場
の
代
替

地
を
紹
介
す
る
考
え
は
。

村
長

　
代
替
農
地
の
希
望

者
へ
の
意
向
調
査
を
し
、

代
替
地
と
し
て
必
要
な
条

件
と
面
積
の
把
握
に
努
め

て
い
る
。

質
問

　
発
生
ほ
場
の
農
家

へ
の
補
償
の
見
込
み
は
。

村
長

　
テ
ン
サ
イ
シ
ス
ト

セ
ン
チ
ュ
ウ
が
、
植
物
防

疫
法
で
緊
急
防
除
の
対
象

に
な
る
か
ど
う
か
が
協
議

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

※

質
問
時
に
は
未
確
定
だ
っ
た

　が
、
現
在
は
緊
急
防
除
の
対

　象
と
な
っ
て
い
る
。

不
登
校
対
策

質
問

　
小
・
中
学
校
の
不

登
校
児
童
生
徒
の
実
態
と

要
因
は
。

教
育
長

　
小
学
校
低
学
年

の
児
童
の
中
に
は
母
子
分

離
が
な
か
な
か
で
き
な
い

児
童
が
い
る
。
中
学
校
で

は
30
日
を
超
え
る
欠
席
の

生
徒
も
い
る
が
、
不
登
校

の
生
徒
と
い
う
認
識
は
さ

れ
て
い
な
い
。

質
問

　
不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
対
応
は
。

教
育
長

　
早
期
発
見
、
早

期
対
応
が
大
原
則
で
あ
る
。

継
続
し
て
３
日
以
上
欠
席

す
る
児
童
生
徒
に
は
直
ち

に
家
庭
訪
問
を
行
い
、
本

人
に
寄
り
そ
っ
た
支
援
を

し
て
い
る
。

「
防
犯
推
進
基
本
計
画
」
策
定
を

答

　防
犯
組
織
等
と
協
議
す
る

小 平 雅 彦

森
林
整
備
の
促
進

質
問

　
森
林
の
整
備
、
適

正
管
理
の
推
進
策
は
。

村
長

　
森
林
整
備
計
画
に

従
い
、
間
伐
及
び
植
栽
を

進
め
る
。
補
助
事
業
を
利

用
し
、
山
林
の
更
新
、
保

全
管
理
な
ど
整
備
を
進
め

る
。
私
有
林
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
の
理
解
を
得
て
、

き
め
細
か
い
事
業
を
展
開

す
る
。

公
共
交
通

質
問

　
高
齢
者
や
、
交
通

弱
者
の
外
出
、
家
族
の
負

担
軽
減
に
公
共
交
通
の
充

実
が
必
要
。
住
民
の
意
見

は
ど
の
よ
う
に
運
行
に
活

か
せ
て
い
る
か
。
ま
た
、

ダ
イ
ヤ
改
正
、
バ
ス
停
や

フ
リ
ー
乗
降
区
域
の
拡
大
、

デ
マ
ン
ド
化
な
ど
利
便
性

の
向
上
策
は
。

村
長

　
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
で
協
議
し
変
更
で

き
る
も
の
は
調
整
し
て
い

る
。
デ
マ
ン
ド
化
は
経
費

的
に
困
難
、
フ
リ
ー
乗
車

区
域
の
拡
大
は
道
路
幅
の

狭
い
所
や
県
道
で
は
で
き

な
い
な
ど
の
制
約
が
あ
っ

て
拡
大
は
難
し
い
。

防
犯
対
策

質
問

　
子
ど
も
や
高
齢
者
、

犯
罪
弱
者
が
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
た
り
、
特
殊
詐
欺

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪

が
増
加
し
て
い
る
。
防
犯

対
策
の
現
状
は
。
ま
た
、

防
犯
対
策
充
実
の
た
め
の

「
防
犯
推
進
基
本
計
画
」の

策
定
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
対
す
る
考
え
は
。

村
長

　
関
係
機
関
団
体
の

連
携
、
情
報
交
換
、
啓
発

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
、
防
犯
意
識
の
全
体

的
向
上
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
防
犯
推
進
基
本
計
画

等
に
つ
い
て
は
、
防
犯
組

合
等
と
協
議
検
討
し
て
い

き
た
い
。

セ
ロ
リ
ン
号

　村
で
唯
一
の
公
共
交
通
。
毎
年
ダ

イ
ヤ
の
見
直
し
等
を
行
い
な
が
ら
、

２
台
の
運
用
を
行
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ

答

　据
え
置
く
こ
と
が
適
当
と
判
断

内 田 章 子

ペ
ン
シ
ョ
ン
村
活
性
化

質
問

　
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
の

実
態
を
ど
う
把
握
し
て
い

る
か
。

村
長

　
経
営
不
振
、
オ
ー

ナ
ー
の
高
齢
化
、
後
継
者

の
問
題
等
大
き
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
。

質
問

　
樅
の
木
荘
改
修
計

画
に
新
た
な
宿
泊
施
設
が

含
ま
れ
て
い
る
が
、
ペ
ン

シ
ョ
ン
と
の
競
合
は
な
い

か
。

村
長

　
ペ
ン
シ
ョ
ン
へ
の

影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

樅
の
木
荘
は
定
年
後
の
高

齢
者
等
、
ゆ
っ
く
り
長
期

に
泊
ま
る
方
、
少
年
ス
ポ

ー
ツ
の
団
体
等
を
主
な
客

と
し
て
想
定
し
て
い
る
。

質
問

　
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
活

性
化
の
た
め
の
具
体
的
方

針
は
。

村
長

　
中
央
高
原
の
再
生

に
よ
る
地
域
づ
く
り
と
観

光
振
興
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
農
業
と
連
携
し
た

体
験
型
、
滞
在
型
観
光
を

考
え
る
。
ま
た
、
星
の
探

訪
、
音
楽
会
等
の
広
域
連

携
も
必
要
で
あ
る
し
、
八

ヶ
岳
観
光
圏
事
業
と
の
連

携
も
必
要
だ
と
思
う
。

質
問

　
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
オ

ー
ナ
ー
の
中
に
、
村
に
直

接
自
分
た
ち
の
意
見
を
聴

い
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

も
あ
る
。
ペ
ン
シ
ョ
ン
の

オ
ー
ナ
ー
の
意
向
を
直
接

聞
く
会
合
を
開
い
た
ら
ど

う
か
。

村
長

　
28
年
度
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、
個
々
の
オ
ー

ナ
ー
と
対
応
し
て
い
る
。

オ
ー
ナ
ー
と
の
会
合
を
持

っ
て
、
良
い
結
果
が
得
ら

れ
る
か
疑
問
で
あ
る
。

質
問

　
村
の
観
光
拠
点
と

し
て
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
を

含
め
た
中
央
高
原
一
帯
の

総
合
的
発
展
を
図
る
べ
き

で
は
。

村
長

　
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
、

八
ヶ
岳
自
然
文
化
園
、
八

ヶ
岳
中
央
農
業
実
践
大
学

校
、
樅
の
木
荘
等
の
連
携

を
さ
ら
に
図
る
。

ペ
ン
シ
ョ
ン
村
マ
ッ
プ

周
辺
と
の
連
携
を
ど
う
図
る
か

エコーライン
　交通量が多く、横断歩道が望まれる。

国
民
健
康
保
険
税

質
問

　
国
民
健
康
保
険
税

を
引
き
下
げ
る
考
え
は
。

村
長

　
30
年
度
は
県
広
域

化
の
初
年
度
で
あ
り
、
動

向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
。
慎
重
審
議
の
結
果
、

30
年
度
の
保
険
税
は
据
え

置
く
こ
と
が
適
当
と
判
断
。

質
問

　
国
保
加
入
者
の
平

均
所
得
に
対
し
て
、
保
険

料
の
負
担
率
は
、
協
会
健

保
や
組
合
健
保
に
比
べ
て

非
常
に
突
出
し
て
高
い
が
、

今
後
下
げ
て
い
く
方
向
で

考
え
ら
れ
な
い
か
。

村
長

　
繰
越
金
は
、
基
金

に
積
ん
で
、
今
後
の
税
率

の
上
昇
を
避
け
る
べ
き
だ

と
判
断
し
た
。

平
和
記
念
式
典

質
問

　
「
非
核
平
和
宣
言

の
村
」と
し
て
の
事
業
と

し
て
、
広
島
で
開
催
さ
れ

る
平
和
記
念
式
典
に
中
学

生
派
遣
を
新
規
に
実
施
す

る
考
え
は
。

村
長

　
現
時
点
に
お
い
て

は
、
過
去
の
教
育
長
が
答

弁
し
て
き
た
内
容
に
変
更

は
な
い
。
平
和
記
念
式
典

に
派
遣
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

質
問

　
戦
争
に
よ
る
唯
一

の
被
爆
国
と
し
て
被
爆
さ

れ
た
方
々
の
声
を
聴
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
他
の
平
和
教
育
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
さ
ら
に

加
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
長

　
意
見
と
し
て
承
る
。

道
路
横
断
者
の
安
全

質
問

　
道
路
横
断
者
の
安

全
対
策
と
し
て
、
横
断
歩

道
を
設
置
す
る
考
え
は
。

村
長

　
横
断
歩
道
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
県
の
公
安

委
員
会
が
所
管
。
29
年
度

は
４
か
所
要
望
、
30
年
度

は
そ
の
４
か
所
を
継
続
要

望
し
、
さ
ら
に
新
規
３
か

所
を
追
加
要
望
す
る
予
定
。

建
設
水
道
課
長

　
エ
コ
ー

ラ
イ
ン
の
、
自
由
農
園
と

八
ッ
手
に
下
る
道
と
の
中

間
あ
た
り
を
要
望
し
て
い

る
。
柳
沢
交
差
点
に
つ
い

て
は
、
特
に
要
望
が
出
て

い
な
い
の
で
要
望
し
て
い

な
い
。



一

般

質

問

表

決

結

果

予
算
特
集

組

合

報

告

中

学

生

議

会

67 45 1011

日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
に

加
盟
し
た
が
何
を
し
た
い
の
か

答

　景
観
計
画
を
策
定
し
、

　
　
　
　
　
　
　景
観
条
例
制
定
へ

矢 島 昌 彦

農
産
物
加
工
所
の
進
捗
状
況
は

答

　30
年
度
稼
働
を
目
指
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　遅
れ
て
い
る

阿 部 泰 和

老
人
医
療
費

質
問

　給
付
対
象
年
齢
の

引
き
上
げ
を
行
っ
た
が
、

給
付
額
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
そ
の
原
因
は
何
か
。

　ま
た
、
高
齢
の
移
住
者

の
増
加
が
そ
の
原
因
で
は

な
い
か
と
の
声
も
あ
る
が
、

正
し
い
か
。

村
長

　28
年
度
は
支
給
件

数
、
給
付
金
と
も
に
前
年

度
よ
り
増
え
て
い
る
。
件

数
が
増
え
た
要
因
は
、
制

度
の
見
直
し
が
周
知
さ
れ
、

関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
が

一
因
。
給
付
額
が
増
え
た

要
因
と
し
て
は
、
70
歳
か

ら
74
歳
の
医
療
費
の
自
己

負
担
割
合
が
１
割
か
ら
２

割
に
上
が
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
ま
た
70
歳
以
上
の
高

齢
者
の
高
額
医
療
費
の
上

限
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た

こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

　高
齢
者
の
転
入
に
よ
る

影
響
額
は
28
年
度
の
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、
転
入
し
て

５
年
以
内
の
66
歳
以
上
の

方
へ
の
給
付
額
は
、
老
人

医
療
費
特
別
給
付
金
の
う

ち
3.9
％
。
割
合
と
し
て
は

低
い
。

質
問

　受
給
資
格
者
の
居

住
年
数
要
件
が
必
要
で
は
、

と
の
声
も
あ
る
が
ど
う
か
。

　ま
た
、
長
野
県
内
、
諏

訪
圏
内
に
も
十
分
な
医
療

体
制
が
整
っ
て
い
る
の
で
、

給
付
対
象
を
そ
れ
ら
の
医

療
機
関
に
限
れ
ば
良
い
の

で
は
、
と
い
う
声
も
あ
る

が
ど
う
か
。

村
長

　移
住
交
流
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
て
、
色
々

な
所
か
ら
移
住
し
て
来
て

い
た
だ
い
て
い
る
経
緯
が

あ
る
。
あ
り
方
検
討
委
員

会
か
ら
は
２
年
間
の
居
住

要
件
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、

私
の
判
断
と
し
て
、
居
住

要
件
は
つ
け
な
い
と
結
論

づ
け
た
。

　ま
た
、
医
療
機
関
を
県

内
に
限
定
と
す
る
こ
と
は

非
常
に
難
し
い
と
考
え
る
。

　老
人
医
療
費
特
別
給
付

金
の
あ
り
方
、
制
度
維
持

の
た
め
に
本
当
に
ど
う
い

う
形
が
い
い
の
か
と
い
う

こ
と
は
、
真
剣
に
議
論
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
辺
を
含
め
て
、

30
年
度
に
入
っ
た
と
こ
ろ

で
、
行
政
で
可
能
な
限
り

色
々
な
詳
細
デ
ー
タ
を
揃

え
て
、
あ
り
方
検
討
委
員

会
で
議
論
し
て
い
た
だ
き
、

あ
る
程
度
方
向
づ
け
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

老
人
医
療
費
、
ど
う
考
え
る

答

　真
剣
な
議
論
が
必
要

　
　
　
　
　検
討
委
員
会
で
議
論

松 下 浩 史

食
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

質
問

　「
食
」を
資
源
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

考
え
は
。

村
長

　食
を
通
じ
て
の
資

源
の
活
用
と
い
う
こ
と
で
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
、

映
像
な
ど
で
産
地
と
農
産

物
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
。

　ま
た
、
長
野
県
の
第
３

次
食
育
推
進
計
画
の
基
本

理
念
に
は
、「
〜
信
州
の
食

で
つ
な
が
る
、人
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
〜
」と
あ
る
。

食
育
は
心
身
の
健
康
増
進

と
豊
か
な
人
間
形
成
を
育

む
た
め
の
人
づ
く
り
で
も

あ
る
。

　村
と
し
て
も
、
地
域
の

産
物
を
大
切
に
し
て
、「
み

ん
な
で
楽
し
く
食
べ
ま
し

ょ
う
」を
一
つ
の
目
標
と

し
て
取
り
組
み
、
健
康
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
行
く
。

　ま
た
、
農
産
物
に「
原

村
産
」と
い
う
名
前
が
な

い
。
今
後
、
改
善
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　観
光
体
験
と
し
て
、

料
理
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
る
考
え
は
。

村
長

　今
、
体
験
の
注
目

度
が
高
い
。
八
ヶ
岳
中
央

農
業
実
践
大
学
校
で
は
、

年
間
１
万
５
千
人
も
の
子

ど
も
や
学
生
が
来
て
い
る
。

　原
村
の
農
産
物
を
使
っ

た
料
理
体
験
も
一
つ
の
売

り
に
な
る
。
担
当
課
と
検

討
し
て
い
き
た
い
。

民
泊
新
法

質
問

　６
月
に
施
行
さ
れ

る「
住
宅
宿
泊
関
連
法
」に

つ
い
て
、
村
の
考
え
は
。

　ま
た
県
と
の
情
報
共
有
、

相
談
体
制
は
。

村
長

　長
野
県
の
条
例
に

従
っ
て
い
く
。
観
光
の
立

場
か
ら
す
れ
ば
、
推
進
を

し
て
い
く
。
県
の
規
制
で

は
、
区
域
内
の
学
校
、
社

会
教
育
施
設
の
敷
地
か
ら

お
お
む
ね
１
０
０
ｍ
の
区

域
を
規
定
す
る
予
定
。
村

と
し
て
は
、
さ
ら
に
図
書

館
を
含
め
る
こ
と
で
意
見

提
出
す
る
。

　住
民
の
苦
情
処
理
に
つ

い
て
は
村
が
窓
口
と
な
り
、

環
境
係
が
対
応
す
る
。

「
食
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

答

　食
育
を
、
人
づ
く
り
・

　
　
　
　
　健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ
る

宮 坂 早 苗

キッズキッチン
ふわふわオムレット調理中

最
も
美
し
い
村
連
合

質
問

　
連
合
加
盟
は
若
い

世
代
の
雇
用
を
創
出
し
、

地
域
経
済
へ
の
波
及
が
目

的
で
あ
っ
た
の
で
は
。
連

合
加
盟
に
よ
っ
て
人
材
派

遣
な
ど
の
負
担
が
あ
る
。

費
用
対
効
果
を
ど
う
と
ら

え
る
か
。

村
長

　一
番
の
目
的
は
自

立
の
村
。
庁
内
に
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
景
観
計
画

の
策
定
に
取
り
組
み
、
条

例
制
定
に
つ
な
げ
た
い
。

　美
し
い
村
に
加
盟
以
後

の
ふ
る
さ
と
寄
付
金
は
、

１
０
３
件
に
増
え
た
。
加

盟
し
た
効
果
は
期
待
し
た

以
上
に
あ
る
。

職
員
の
給
与

質
問

　職
員
給
与
に
つ
い

て
、
庁
内
で
副
村
長
を
中

心
に
改
善
に
向
け
協
議
す

る
と
し
た
が
、
30
年
度
予

算
に
盛
ら
れ
て
い
な
い
。

人
事
評
価
に
よ
っ
て
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
た

め
に
も
任
用
・
昇
給
・
昇

格
や
降
格
を
す
べ
き
で
は
。

村
長

　職
員
組
合
か
ら
も

７
級
制
を
求
め
ら
れ
て
い

る
。
30
年
度
で
結
論
を
出

し
、
31
年
度
か
ら
新
し
い

給
与
体
制
に
な
る
よ
う
進

め
る
。
人
事
評
価
は
職
員

の
や
る
気
を
引
き
出
し
、

し
っ
か
り
勤
務
で
き
る
方

向
に
持
っ
て
い
き
た
い
。

文
化
園
の
経
営
改
善

質
問

　中
央
高
原
の
再
開

発
、
文
化
園
の
コ
ン
サ
ル

の
調
査
結
果
は
。

村
長

　文
化
園
の
再
生
と

将
来
像
は
今
調
査
中
。
３

月
末
の
報
告
後
に
議
論
を

活
発
に
進
め
、
中
央
高
原

と
文
化
園
の
再
生
を
図
る
。

ペ
ン
シ
ョ
ン
活
性
化

質
問

　原
村
観
光
に
ペ
ン

シ
ョ
ン
は
欠
か
せ
な
い
。

高
齢
化
が
進
み
、
若
い
世

代
へ
の
後
継
者
対
策
が
必

要
。
ペ
ン
シ
ョ
ン
購
入
に

対
す
る
補
助
金
制
度
を
。

村
長

　村
に
は
チ
ャ
レ
ン

ジ
補
助
金
、
活
性
化
補
助

金
、
融
資
が
あ
る
。
国
に

は
空
き
家
等
再
生
等
推
進

事
業
が
あ
る
。
こ
う
し
た

制
度
と
併
せ
、
検
討
し
て

い
く
。

美
し
い
村
連
合
ロ
ゴ
看
板

　現
在
、
役
場
・
も
み
の
湯
・
八
ヶ

岳
自
然
文
化
園
の
３
か
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。

農
産
物
加
工
所

質
問

　
農
産
物
加
工
所
の

進
捗
状
況
は
。
６
次
産
業

化
は
チ
ー
ム
オ
ー
ル
原
で

進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
が
。

村
長

　当
村
の
農
産
物
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
と
通
年
Ｐ

Ｒ
の
可
能
な
村
独
自
の
特

産
品
開
発
を
目
的
と
し
、

28
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

お
り
、
地
方
創
生
推
進
交

付
金
を
活
用
し
て
30
年
度

の
稼
働
を
目
指
し
て
き
た
。

加
工
・
開
発
に
つ
い
て
検

討
会
議
を
住
民
参
加
で
４

回
開
催
。
品
目
の
絞
り
込

み
、
製
造
に
携
わ
る
方
の

選
定
を
議
論
中
。
当
初
予

定
よ
り
遅
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

質
問

　
以
前
も
特
産
品
加

工
が
成
功
し
な
か
っ
た
経

緯
を
踏
ま
え
、
善
後
策
を

繰
り
出
し
、
一
時
も
早
く

軌
道
に
乗
せ
る
べ
き
で
は
。

村
長

　行
政
は
、
一
度
や

り
始
め
た
ら
撤
退
で
き
な

い
、
と
い
う
点
で
事
業
に

は
手
を
出
さ
な
い
、
と
い

う
の
が
基
本
だ
と
考
え
る
。

や
は
り
核
と
な
る
キ
ー
マ

ン
が
熱
き
情
熱
を
持
っ
て

リ
ー
ド
し
て
い
く
、
と
い

う
主
体
的
な
動
き
に
期
待

し
た
い
。
行
政
は
そ
れ
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。
先

進
的
な
地
域
の
視
察
を
企

画
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

質
問

　チ
ー
ム
オ
ー
ル
原

と
し
て
の
か
か
わ
り
方
は
。

村
長

　い
き
い
き
農
業
塾
、

こ
め
っ
こ
ク
ラ
ブ
、
４
Ｈ

ク
ラ
ブ
の
方
な
ど
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
き
、
16
品

目
が
あ
が
っ
て
、
点
数
付

け
な
ど
を
し
て
い
る
。

縄
文
文
化
で
の
連
携

質
問

　14
市
町
村
連
携
の

山
岳
縄
文
文
化
の
日
本
遺

産
登
録
に
向
け
、
八
ヶ
岳

定
住
自
立
圏
連
携
の
立
場

か
ら
原
村
、
富
士
見
は
長

野
、
山
梨
の
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
ボ
ー
ド
を
握
っ
て
い

る
。
も
っ
と
積
極
的
に
な

る
べ
き
で
は
。

村
長

　昨
年
９
月
に
文
化

庁
か
ら
申
請
内
容
を
再
度

煮
詰
め
る
よ
う
ご
教
示
い

た
だ
き
、
12
月
に
再
申
請

を
し
た
。

縄
文
土
器

　現
在
、
八
ヶ
岳
美
術
館
で
の
展

示
に
限
ら
れ
て
い
る
。
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日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
に

加
盟
し
た
が
何
を
し
た
い
の
か

答

　景
観
計
画
を
策
定
し
、

　
　
　
　
　
　
　景
観
条
例
制
定
へ

矢 島 昌 彦

農
産
物
加
工
所
の
進
捗
状
況
は

答

　30
年
度
稼
働
を
目
指
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　遅
れ
て
い
る

阿 部 泰 和

老
人
医
療
費

質
問

　給
付
対
象
年
齢
の

引
き
上
げ
を
行
っ
た
が
、

給
付
額
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
そ
の
原
因
は
何
か
。

　ま
た
、
高
齢
の
移
住
者

の
増
加
が
そ
の
原
因
で
は

な
い
か
と
の
声
も
あ
る
が
、

正
し
い
か
。

村
長

　28
年
度
は
支
給
件

数
、
給
付
金
と
も
に
前
年

度
よ
り
増
え
て
い
る
。
件

数
が
増
え
た
要
因
は
、
制

度
の
見
直
し
が
周
知
さ
れ
、

関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
が

一
因
。
給
付
額
が
増
え
た

要
因
と
し
て
は
、
70
歳
か

ら
74
歳
の
医
療
費
の
自
己

負
担
割
合
が
１
割
か
ら
２

割
に
上
が
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
ま
た
70
歳
以
上
の
高

齢
者
の
高
額
医
療
費
の
上

限
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た

こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

　高
齢
者
の
転
入
に
よ
る

影
響
額
は
28
年
度
の
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、
転
入
し
て

５
年
以
内
の
66
歳
以
上
の

方
へ
の
給
付
額
は
、
老
人

医
療
費
特
別
給
付
金
の
う

ち
3.9
％
。
割
合
と
し
て
は

低
い
。

質
問

　受
給
資
格
者
の
居

住
年
数
要
件
が
必
要
で
は
、

と
の
声
も
あ
る
が
ど
う
か
。

　ま
た
、
長
野
県
内
、
諏

訪
圏
内
に
も
十
分
な
医
療

体
制
が
整
っ
て
い
る
の
で
、

給
付
対
象
を
そ
れ
ら
の
医

療
機
関
に
限
れ
ば
良
い
の

で
は
、
と
い
う
声
も
あ
る

が
ど
う
か
。

村
長

　移
住
交
流
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
て
、
色
々

な
所
か
ら
移
住
し
て
来
て

い
た
だ
い
て
い
る
経
緯
が

あ
る
。
あ
り
方
検
討
委
員

会
か
ら
は
２
年
間
の
居
住

要
件
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、

私
の
判
断
と
し
て
、
居
住

要
件
は
つ
け
な
い
と
結
論

づ
け
た
。

　ま
た
、
医
療
機
関
を
県

内
に
限
定
と
す
る
こ
と
は

非
常
に
難
し
い
と
考
え
る
。

　老
人
医
療
費
特
別
給
付

金
の
あ
り
方
、
制
度
維
持

の
た
め
に
本
当
に
ど
う
い

う
形
が
い
い
の
か
と
い
う

こ
と
は
、
真
剣
に
議
論
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
辺
を
含
め
て
、

30
年
度
に
入
っ
た
と
こ
ろ

で
、
行
政
で
可
能
な
限
り

色
々
な
詳
細
デ
ー
タ
を
揃

え
て
、
あ
り
方
検
討
委
員

会
で
議
論
し
て
い
た
だ
き
、

あ
る
程
度
方
向
づ
け
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

老
人
医
療
費
、
ど
う
考
え
る

答

　真
剣
な
議
論
が
必
要

　
　
　
　
　検
討
委
員
会
で
議
論

松 下 浩 史

食
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

質
問

　「
食
」を
資
源
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

考
え
は
。

村
長

　食
を
通
じ
て
の
資

源
の
活
用
と
い
う
こ
と
で
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
、

映
像
な
ど
で
産
地
と
農
産

物
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
。

　ま
た
、
長
野
県
の
第
３

次
食
育
推
進
計
画
の
基
本

理
念
に
は
、「
〜
信
州
の
食

で
つ
な
が
る
、人
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
〜
」と
あ
る
。

食
育
は
心
身
の
健
康
増
進

と
豊
か
な
人
間
形
成
を
育

む
た
め
の
人
づ
く
り
で
も

あ
る
。

　村
と
し
て
も
、
地
域
の

産
物
を
大
切
に
し
て
、「
み

ん
な
で
楽
し
く
食
べ
ま
し

ょ
う
」を
一
つ
の
目
標
と

し
て
取
り
組
み
、
健
康
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
行
く
。

　ま
た
、
農
産
物
に「
原

村
産
」と
い
う
名
前
が
な

い
。
今
後
、
改
善
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　観
光
体
験
と
し
て
、

料
理
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
る
考
え
は
。

村
長

　今
、
体
験
の
注
目

度
が
高
い
。
八
ヶ
岳
中
央

農
業
実
践
大
学
校
で
は
、

年
間
１
万
５
千
人
も
の
子

ど
も
や
学
生
が
来
て
い
る
。

　原
村
の
農
産
物
を
使
っ

た
料
理
体
験
も
一
つ
の
売

り
に
な
る
。
担
当
課
と
検

討
し
て
い
き
た
い
。

民
泊
新
法

質
問

　６
月
に
施
行
さ
れ

る「
住
宅
宿
泊
関
連
法
」に

つ
い
て
、
村
の
考
え
は
。

　ま
た
県
と
の
情
報
共
有
、

相
談
体
制
は
。

村
長

　長
野
県
の
条
例
に

従
っ
て
い
く
。
観
光
の
立

場
か
ら
す
れ
ば
、
推
進
を

し
て
い
く
。
県
の
規
制
で

は
、
区
域
内
の
学
校
、
社

会
教
育
施
設
の
敷
地
か
ら

お
お
む
ね
１
０
０
ｍ
の
区

域
を
規
定
す
る
予
定
。
村

と
し
て
は
、
さ
ら
に
図
書

館
を
含
め
る
こ
と
で
意
見

提
出
す
る
。

　住
民
の
苦
情
処
理
に
つ

い
て
は
村
が
窓
口
と
な
り
、

環
境
係
が
対
応
す
る
。

「
食
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

答

　食
育
を
、
人
づ
く
り
・

　
　
　
　
　健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ
る

宮 坂 早 苗

キッズキッチン
ふわふわオムレット調理中

最
も
美
し
い
村
連
合

質
問

　
連
合
加
盟
は
若
い

世
代
の
雇
用
を
創
出
し
、

地
域
経
済
へ
の
波
及
が
目

的
で
あ
っ
た
の
で
は
。
連

合
加
盟
に
よ
っ
て
人
材
派

遣
な
ど
の
負
担
が
あ
る
。

費
用
対
効
果
を
ど
う
と
ら

え
る
か
。

村
長

　一
番
の
目
的
は
自

立
の
村
。
庁
内
に
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
景
観
計
画

の
策
定
に
取
り
組
み
、
条

例
制
定
に
つ
な
げ
た
い
。

　美
し
い
村
に
加
盟
以
後

の
ふ
る
さ
と
寄
付
金
は
、

１
０
３
件
に
増
え
た
。
加

盟
し
た
効
果
は
期
待
し
た

以
上
に
あ
る
。

職
員
の
給
与

質
問

　職
員
給
与
に
つ
い

て
、
庁
内
で
副
村
長
を
中

心
に
改
善
に
向
け
協
議
す

る
と
し
た
が
、
30
年
度
予

算
に
盛
ら
れ
て
い
な
い
。

人
事
評
価
に
よ
っ
て
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
た

め
に
も
任
用
・
昇
給
・
昇

格
や
降
格
を
す
べ
き
で
は
。

村
長

　職
員
組
合
か
ら
も

７
級
制
を
求
め
ら
れ
て
い

る
。
30
年
度
で
結
論
を
出

し
、
31
年
度
か
ら
新
し
い

給
与
体
制
に
な
る
よ
う
進

め
る
。
人
事
評
価
は
職
員

の
や
る
気
を
引
き
出
し
、

し
っ
か
り
勤
務
で
き
る
方

向
に
持
っ
て
い
き
た
い
。

文
化
園
の
経
営
改
善

質
問

　中
央
高
原
の
再
開

発
、
文
化
園
の
コ
ン
サ
ル

の
調
査
結
果
は
。

村
長

　文
化
園
の
再
生
と

将
来
像
は
今
調
査
中
。
３

月
末
の
報
告
後
に
議
論
を

活
発
に
進
め
、
中
央
高
原

と
文
化
園
の
再
生
を
図
る
。

ペ
ン
シ
ョ
ン
活
性
化

質
問

　原
村
観
光
に
ペ
ン

シ
ョ
ン
は
欠
か
せ
な
い
。

高
齢
化
が
進
み
、
若
い
世

代
へ
の
後
継
者
対
策
が
必

要
。
ペ
ン
シ
ョ
ン
購
入
に

対
す
る
補
助
金
制
度
を
。

村
長

　村
に
は
チ
ャ
レ
ン

ジ
補
助
金
、
活
性
化
補
助

金
、
融
資
が
あ
る
。
国
に

は
空
き
家
等
再
生
等
推
進

事
業
が
あ
る
。
こ
う
し
た

制
度
と
併
せ
、
検
討
し
て

い
く
。

美
し
い
村
連
合
ロ
ゴ
看
板

　現
在
、
役
場
・
も
み
の
湯
・
八
ヶ

岳
自
然
文
化
園
の
３
か
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。

農
産
物
加
工
所

質
問

　
農
産
物
加
工
所
の

進
捗
状
況
は
。
６
次
産
業

化
は
チ
ー
ム
オ
ー
ル
原
で

進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
が
。

村
長

　当
村
の
農
産
物
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
と
通
年
Ｐ

Ｒ
の
可
能
な
村
独
自
の
特

産
品
開
発
を
目
的
と
し
、

28
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

お
り
、
地
方
創
生
推
進
交

付
金
を
活
用
し
て
30
年
度

の
稼
働
を
目
指
し
て
き
た
。

加
工
・
開
発
に
つ
い
て
検

討
会
議
を
住
民
参
加
で
４

回
開
催
。
品
目
の
絞
り
込

み
、
製
造
に
携
わ
る
方
の

選
定
を
議
論
中
。
当
初
予

定
よ
り
遅
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

質
問

　
以
前
も
特
産
品
加

工
が
成
功
し
な
か
っ
た
経

緯
を
踏
ま
え
、
善
後
策
を

繰
り
出
し
、
一
時
も
早
く

軌
道
に
乗
せ
る
べ
き
で
は
。

村
長

　行
政
は
、
一
度
や

り
始
め
た
ら
撤
退
で
き
な

い
、
と
い
う
点
で
事
業
に

は
手
を
出
さ
な
い
、
と
い

う
の
が
基
本
だ
と
考
え
る
。

や
は
り
核
と
な
る
キ
ー
マ

ン
が
熱
き
情
熱
を
持
っ
て

リ
ー
ド
し
て
い
く
、
と
い

う
主
体
的
な
動
き
に
期
待

し
た
い
。
行
政
は
そ
れ
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。
先

進
的
な
地
域
の
視
察
を
企

画
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

質
問

　チ
ー
ム
オ
ー
ル
原

と
し
て
の
か
か
わ
り
方
は
。

村
長

　い
き
い
き
農
業
塾
、

こ
め
っ
こ
ク
ラ
ブ
、
４
Ｈ

ク
ラ
ブ
の
方
な
ど
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
き
、
16
品

目
が
あ
が
っ
て
、
点
数
付

け
な
ど
を
し
て
い
る
。

縄
文
文
化
で
の
連
携

質
問

　14
市
町
村
連
携
の

山
岳
縄
文
文
化
の
日
本
遺

産
登
録
に
向
け
、
八
ヶ
岳

定
住
自
立
圏
連
携
の
立
場

か
ら
原
村
、
富
士
見
は
長

野
、
山
梨
の
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
ボ
ー
ド
を
握
っ
て
い

る
。
も
っ
と
積
極
的
に
な

る
べ
き
で
は
。

村
長

　昨
年
９
月
に
文
化

庁
か
ら
申
請
内
容
を
再
度

煮
詰
め
る
よ
う
ご
教
示
い

た
だ
き
、
12
月
に
再
申
請

を
し
た
。

縄
文
土
器

　現
在
、
八
ヶ
岳
美
術
館
で
の
展

示
に
限
ら
れ
て
い
る
。
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広域連合・一部事務組合報告

　広域連合・一部事務組合とは、諏訪地域の市町村で、単独で処理することが困難な事務について共同
して処理するために設けられた特別地方公共団体です。
　３月末に、各議会が開催されました。30 年度予算及び全議案を可決・認定しました。
　各事務組合の主だった動きを関係市町村の負担総額と原村の負担額の一覧とあわせて紹介します。

介護保険事業
　第７期介護保険事業計画が策定され、４月から実
施されている。
　介護給付費準備基金に積み立てられた剰余金につ
いては、基本的には計画期間において歳入として繰
り入れ、保険料上昇抑制に充てる。
　２９年度末の残高が 10億 5200 万円で、３０～
３２年度で介護給付費準備基金から合計 7億 3500
万円を取り崩し、歳入に繰り入れることで、介護保
険料の据え置きを図る。

諏訪広域連合

施設整備基金の設置
　平成 9年より稼働してきた清掃センターは、今後
１０年は使用する。
　現施設の突発的な修繕費や施設の取り壊しにかか
る費用を主な目的として、施設整備基金が設置され
た。これまで毎年精算してきた剰余金を繰り越して
基金に充てる。類似施設の取り壊しにかかる費用は
約３億円で、これを目安に１０年間で積み立てる予
定。
　新しいリサイクルセンターの計画は当初の予定か
ら半年ほど遅れている。３３年度稼働を目指す。

諏訪南行政事務組合

南諏衛生センター
　現在、南諏衛生センターで行われている粗大ごみ
の回収などは、諏訪南行政事務組合で進められてい
る新しいリサイクルセンターが稼働次第、そちらに
移行することとなっている。資源物の分別方法も、
将来的には、茅野市、富士見町、原村で共通となる
見通し。
　し尿処理については、１０年程度を目安に継続す
る予定。

南諏衛生施設組合

透析機能の統合
　３１年３月をもって「ほのぼの透析クリニック」を
廃止、現行の１階リハビリテーション室を透析室と
して改修し、透析機能を統合。費用は１億５千万円
ほどで、全額３０年度予算で起債対応。
　今後の構成３市村の繰入金増額も示唆された。経
営健全化計画が示されていないとの反対討論も出た
が、地域医療の重要性を鑑み 30年度予算は賛成多
数で可決された。

諏訪中央病院組合

公立大学としてスタートを切る
　諏訪東京理科大学は６市町村が母体となり設立し
た公立大学法人が設置者となり４月に公立化された。
ものづくりが盛んな諏訪地方に合わせた工学系大学
として、１学部（工学部）２学科（情報応用工学、機械
電気工学）に改編され、再出発した。
　今年度入学生の全体の募集定員は 300 人で、志願
者総数は前年度比 1.5 倍の 2370 人、受験者数は志
願者の 97.5％にあたる 2311 人。受験倍率は約 7.7
倍。公立化への期待の高さをうかがわせた。
　４月６日に入学式が行われ、公立化第１期生とし
て、学部生 342 人、大学院生 6人の計 348 人が入
学した。

諏訪広域公立大学事務組合

関係市町村：6市町村

関係市町村：茅野市、諏訪市、富士見町、原村

関係町村：富士見町、原村

関係市村：茅野市、諏訪市、原村

関係市町村：6市町村

各組合の関係市町村負担金内訳 単位：千円

総額 うち原村負担分

169,220 10,072
救護施設八ヶ岳寮 43,263 2,791
介護保険 2,648,177 110,801
諏訪広域消防 2,221,963 136,485

57,423 5,451
330,161 44,178

176,293 61,473

433,277 47,660
25,002 2,750
81,950 9,014

8,827 113

特
別
会
計

一般会計
諏訪広域公立大学事務組合

会計別

病院事業
老人保健施設
看護専門学校

諏訪広域連合

南諏衛生施設組合
一般会計
諏訪中央病院組合

一般会計
ごみ処理特別会計

一般会計

諏訪南行政事務組合

議会運営委員会視察報告

《住民に開かれた議会》
・議会傍聴の啓発
　会期日程・一般質問題目・議案掲載チラシを定例
　会開会 2日前の朝刊に折り込み配布。
・25年 3月定例会より、土曜日の休日議会開催。
　前年同月定例会より傍聴者が 55％増加。
　アンケート結果「良いと思う」の回答 60％。
　休日議会は、今後も継続して行う。
・夜間議会 (18 時～ ) 開催
　アンケート結果「やめた方がいい」の回答 70％。
　傍聴者の少ない臨時議会のみ開催し、定例会では
　行わない。

《ICT の活用》
・知識・技能の習得（24年より）
　東海大政経学部の教授ほか様々な講師による勉強
　会を約 8か月間全員で行った。
・25年臨時会で試験的に導入した結果、問題なく運
　用できたため、本会議で本格的運用開始。
　会議資料用紙 2450 枚削減。印刷製本時間
　の大幅短縮が図られ、職員の負担軽減がされた。
・住民説明会での活用
　タブレットを使用することにより、わかりやすい
　説明ができるようになった。

　議会をより身近に感じ、多くの方に町政に関心を
もってもらえるよう開かれた議会への取り組みをし
ている。

岐阜県加茂郡坂祝町
人口 8,227 人　面積 12.9 ㎢

住民に開かれた議会、議会改革に向けた取り組みについてを目的とし、1 月 29 日から 30 日の 2 日間で、
岐阜・長野方面の視察をした。

住民に開かれた議会・ICTの活用

《議会改革・議会活性化》
・21年村議会議員選挙無投票を機に開かれた議会の
　実現に向け「議会改革検討委員会設置」
・24年 12月　議会基本条例の制定。
　住民と議会、議会と村長の関係について明記。
　議会報告会の開催目的を明記。
　議会モニターを 16地区に依頼し、500 円商品券
　をモニター報酬とした。
　村長の反問権明記。
・多様な立場の議員が議員活動できる環境整備

　

・兼業議員を可能にするため休日・夜間議会の実施
　の検討。
・議長の常勤化。
・人的経費削減のため ICT の活用。現在タブレット
　使用。

《住民に開かれた議会》
・今後の取り組み
　傍聴者のための「託児制度」の検討。
　年間計画を作成・公表し、議会活動の「見える化」
　議会報告会・若者団体との意見交換会を行い、次
　期リーダーを育成する。

　「できない理由を考えるのではなく、できる理由を
考えていく」未知の時代に対応する議会のあり方や議
員の責務を模索していく。　

長野県下伊那郡喬木村
人口 6,509 人　面積 66.61 ㎢
議会改革・議会活性化にむけた取り組み

坂祝町議会
　議会で ICT の活用を始めている坂祝町議員に実際にタブ
レットを議場にて操作していただき、説明を受けた。

さかほぎ たかぎ

29 年 11月総務省自治行政局行政課に提出した要望書

1. 地方議会議員の役割と職務の地方自治法上に明確化
2. 多様な人材確保のための環境整備
　議員の兼職・兼業の禁止の緩和、勤務先企業の議員活
　動への協力体制依頼や休暇・休職・復職制度の整備。
3. 地方議会議員選挙制度の再構築
　町村議会議員も市議会議員選挙と同様に選挙運動用の
　自動車、ポスターを公営選挙の対象とし、選挙運動用
　のビラの頒布についても制度化し、公営選挙の対象と
　すべき。
　立会演説会を中心とした、選挙運動・投票の連記制の
　導入等。
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広域連合・一部事務組合報告

　広域連合・一部事務組合とは、諏訪地域の市町村で、単独で処理することが困難な事務について共同
して処理するために設けられた特別地方公共団体です。
　３月末に、各議会が開催されました。30 年度予算及び全議案を可決・認定しました。
　各事務組合の主だった動きを関係市町村の負担総額と原村の負担額の一覧とあわせて紹介します。

介護保険事業
　第７期介護保険事業計画が策定され、４月から実
施されている。
　介護給付費準備基金に積み立てられた剰余金につ
いては、基本的には計画期間において歳入として繰
り入れ、保険料上昇抑制に充てる。
　２９年度末の残高が 10億 5200 万円で、３０～
３２年度で介護給付費準備基金から合計 7億 3500
万円を取り崩し、歳入に繰り入れることで、介護保
険料の据え置きを図る。

諏訪広域連合

施設整備基金の設置
　平成 9年より稼働してきた清掃センターは、今後
１０年は使用する。
　現施設の突発的な修繕費や施設の取り壊しにかか
る費用を主な目的として、施設整備基金が設置され
た。これまで毎年精算してきた剰余金を繰り越して
基金に充てる。類似施設の取り壊しにかかる費用は
約３億円で、これを目安に１０年間で積み立てる予
定。
　新しいリサイクルセンターの計画は当初の予定か
ら半年ほど遅れている。３３年度稼働を目指す。

諏訪南行政事務組合

南諏衛生センター
　現在、南諏衛生センターで行われている粗大ごみ
の回収などは、諏訪南行政事務組合で進められてい
る新しいリサイクルセンターが稼働次第、そちらに
移行することとなっている。資源物の分別方法も、
将来的には、茅野市、富士見町、原村で共通となる
見通し。
　し尿処理については、１０年程度を目安に継続す
る予定。

南諏衛生施設組合

透析機能の統合
　３１年３月をもって「ほのぼの透析クリニック」を
廃止、現行の１階リハビリテーション室を透析室と
して改修し、透析機能を統合。費用は１億５千万円
ほどで、全額３０年度予算で起債対応。
　今後の構成３市村の繰入金増額も示唆された。経
営健全化計画が示されていないとの反対討論も出た
が、地域医療の重要性を鑑み 30年度予算は賛成多
数で可決された。

諏訪中央病院組合

公立大学としてスタートを切る
　諏訪東京理科大学は６市町村が母体となり設立し
た公立大学法人が設置者となり４月に公立化された。
ものづくりが盛んな諏訪地方に合わせた工学系大学
として、１学部（工学部）２学科（情報応用工学、機械
電気工学）に改編され、再出発した。
　今年度入学生の全体の募集定員は 300 人で、志願
者総数は前年度比 1.5 倍の 2370 人、受験者数は志
願者の 97.5％にあたる 2311 人。受験倍率は約 7.7
倍。公立化への期待の高さをうかがわせた。
　４月６日に入学式が行われ、公立化第１期生とし
て、学部生 342 人、大学院生 6人の計 348 人が入
学した。

諏訪広域公立大学事務組合

関係市町村：6市町村

関係市町村：茅野市、諏訪市、富士見町、原村

関係町村：富士見町、原村

関係市村：茅野市、諏訪市、原村

関係市町村：6市町村

各組合の関係市町村負担金内訳 単位：千円

総額 うち原村負担分

169,220 10,072
救護施設八ヶ岳寮 43,263 2,791
介護保険 2,648,177 110,801
諏訪広域消防 2,221,963 136,485

57,423 5,451
330,161 44,178

176,293 61,473

433,277 47,660
25,002 2,750
81,950 9,014

8,827 113
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諏訪広域公立大学事務組合

会計別

病院事業
老人保健施設
看護専門学校

諏訪広域連合

南諏衛生施設組合
一般会計
諏訪中央病院組合

一般会計
ごみ処理特別会計

一般会計

諏訪南行政事務組合

議会運営委員会視察報告

《住民に開かれた議会》
・議会傍聴の啓発
　会期日程・一般質問題目・議案掲載チラシを定例
　会開会 2日前の朝刊に折り込み配布。
・25年 3月定例会より、土曜日の休日議会開催。
　前年同月定例会より傍聴者が 55％増加。
　アンケート結果「良いと思う」の回答 60％。
　休日議会は、今後も継続して行う。
・夜間議会 (18 時～ ) 開催
　アンケート結果「やめた方がいい」の回答 70％。
　傍聴者の少ない臨時議会のみ開催し、定例会では
　行わない。

《ICT の活用》
・知識・技能の習得（24年より）
　東海大政経学部の教授ほか様々な講師による勉強
　会を約 8か月間全員で行った。
・25年臨時会で試験的に導入した結果、問題なく運
　用できたため、本会議で本格的運用開始。
　会議資料用紙 2450 枚削減。印刷製本時間
　の大幅短縮が図られ、職員の負担軽減がされた。
・住民説明会での活用
　タブレットを使用することにより、わかりやすい
　説明ができるようになった。

　議会をより身近に感じ、多くの方に町政に関心を
もってもらえるよう開かれた議会への取り組みをし
ている。

岐阜県加茂郡坂祝町
人口 8,227 人　面積 12.9 ㎢

住民に開かれた議会、議会改革に向けた取り組みについてを目的とし、1 月 29 日から 30 日の 2 日間で、
岐阜・長野方面の視察をした。

住民に開かれた議会・ICTの活用

《議会改革・議会活性化》
・21年村議会議員選挙無投票を機に開かれた議会の
　実現に向け「議会改革検討委員会設置」
・24年 12月　議会基本条例の制定。
　住民と議会、議会と村長の関係について明記。
　議会報告会の開催目的を明記。
　議会モニターを 16地区に依頼し、500 円商品券
　をモニター報酬とした。
　村長の反問権明記。
・多様な立場の議員が議員活動できる環境整備

　

・兼業議員を可能にするため休日・夜間議会の実施
　の検討。
・議長の常勤化。
・人的経費削減のため ICT の活用。現在タブレット
　使用。

《住民に開かれた議会》
・今後の取り組み
　傍聴者のための「託児制度」の検討。
　年間計画を作成・公表し、議会活動の「見える化」
　議会報告会・若者団体との意見交換会を行い、次
　期リーダーを育成する。

　「できない理由を考えるのではなく、できる理由を
考えていく」未知の時代に対応する議会のあり方や議
員の責務を模索していく。　

長野県下伊那郡喬木村
人口 6,509 人　面積 66.61 ㎢
議会改革・議会活性化にむけた取り組み

坂祝町議会
　議会で ICT の活用を始めている坂祝町議員に実際にタブ
レットを議場にて操作していただき、説明を受けた。

さかほぎ たかぎ

29 年 11月総務省自治行政局行政課に提出した要望書

1. 地方議会議員の役割と職務の地方自治法上に明確化
2. 多様な人材確保のための環境整備
　議員の兼職・兼業の禁止の緩和、勤務先企業の議員活
　動への協力体制依頼や休暇・休職・復職制度の整備。
3. 地方議会議員選挙制度の再構築
　町村議会議員も市議会議員選挙と同様に選挙運動用の
　自動車、ポスターを公営選挙の対象とし、選挙運動用
　のビラの頒布についても制度化し、公営選挙の対象と
　すべき。
　立会演説会を中心とした、選挙運動・投票の連記制の
　導入等。
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観
光
客
を
増
や
す
取
り
組
み

質
問
　
原
村
の
魅
力
は
豊
か
な
自
然

で
あ
る
が
、
そ
れ
を
生
か
し
た
施
設

や
イ
ベ
ン
ト
は
少
な
い
と
感
じ
る
。

そ
こ
で
星
の
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
や
雪
ま

つ
り
な
ど
を
企
画
す
る
こ
と
で
、
観

光
客
を
増
や
し
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
。

阿
部
　
原
村
へ
の
観
光
客
は
平
成
22

年
を
境
に
微
増
傾
向
、
現
在
は
年
間

20
万
人
。
そ
の
う
ち
３
割
が
８
月
。

施
設
は
、
近
隣
市
町
と
比
較
す
る
と

少
な
い
。
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
は

星
ま
つ
り
、
映
画
祭
、
ク
ラ
フ
ト
市

な
ど
。
星
の
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
な
ど
新

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
る
に
は
過
疎

化
へ
の
危
機
感
と
活
性
化
に
向
け
て

の
熱
意
を
持
っ
た
人
が
、
ま
ず
行
動

を
起
こ
す
こ
と
が
不
可
欠
。
実
現
に

向
け
て
の
大
き
な
流
れ
は
そ
こ
か
ら

始
ま
る
。
森
の
散
策
ツ
ア
ー
も
良
い
。

適
地
適
作
の
考
え
は
観
光
で
も
同
じ
。

積
雪
量
の
不
安
定
な
原
村
で
、
雪
ま

つ
り
は
費
用
対
効
果
か
ら
み
て
も
厳

し
い
と
思
わ
れ
る
。

 

中
学
生
議
会
開
催
の
目
的

　
公
民
的
分
野  「
地
方
自
治
と
住
民

の
権
利
」  

の
単
位
の
学
習
と
し
て
、

地
方
議
会
の
疑
似
体
験
を
通
じ
て
、

地
方
自
治
に
関
心
と
理
解
を
深
め
る
。

原
村
学

　
昨
年
度
か
ら
中
学
校
で
は
、
生
徒

が「
原
村
の
良
さ
を
知
り
、
原
村
の

自
然
や
文
化
、
産
業
、
伝
統
に
囲
ま

れ
て
育
っ
て
き
た
自
分
を
意
識
し
、

将
来
の
あ
り
よ
う
を
、
自
信
を
持
っ

て
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
」こ
と

を
目
指
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
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原
村

学
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ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
　

　「
村
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も
っ
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良
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す
る
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は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
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深
く
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ら
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で
に
村
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知
り
、
中
学
生

議
会
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れ
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よ
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、
今

年
度
は
１
月
に
開
催
さ
れ
た
。
大
人

顔
負
け
の
素
晴
ら
し
い
質
問
が
生
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か
ら
出
さ
れ
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？

ま
た
、
原
村
で
は
都
会
か
ら
の
体
験

移
住
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た
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に
新
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る
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が
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空
き
家
を
活
用
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ど
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か
。

宮
坂
　
現
在「
空
き
家
の
実
態
」を
調

査
中
。
所
有
者
の
意
向
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査
終
了
後
、

必
要
な
支
援
を
検
討
す
る
。

　
今
後
、
働
き
方
も
変
わ
っ
て
く
る
。

空
き
家
の
活
用
が
広
が
り
、
交
流
人

口
の
増
加
に
期
待
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
原
村
で
の
生
活
を
体
験
し
、

移
住
・
定
住
に
つ
な
が
る
よ
う
、
払

沢
上
フ
ラ
ワ
ー
団
地
に
、
２
棟
の
移

住
体
験
交
流
施
設
を
整
備
中
。

中学生
議会

１
月
23
日
、
第
18
回
中
学
生
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
３
年
生
６
名
が
質
問
に
立
ち
、
吉
光
昂
樹
さ
ん（
３-

１
）、

平
林
愛
莉
さ
ん（
３-

２
）の
２
名
が
議
長
を
務
め
た
。

移住お試しハウス
移住体験の拠点として整備が進んでいる。

  

小
林
由
依 

議
員（
３-

１
）

  

平
和
学
習
の
充
実

質
問
　
諏
訪
６
市
町
村
の
う
ち
、
原

村
を
除
く
５
市
町
で
は
、
毎
年
中
学

生
の
代
表
団
を
広
島
で
行
わ
れ
る
平

和
記
念
式
典
に
派
遣
し
て
お
り
、
彼

ら
の
参
加
報
告
は
全
校
で
戦
争
の
悲

惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ
貴
重
な

機
会
に
な
っ
て
い
る
。
平
和
学
習
の

充
実
の
た
め
に
、
原
村
も
行
っ
て
ほ

し
い
。

内
田
　
広
島
平
和
記
念
式
典
の
中
学

生
派
遣
は
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
考

え
て
い
る
。
原
村
で
は
、
現
在
実
施

す
る
予
定
は
な
い
。
原
村
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
日
常
的
に
平
和
学
習

を
す
す
め
て
い
る
。
戦
争
体
験
者
の

話
を
聞
い
た
り
、
村
内
や
県
内
の
碑

や
満
蒙
開
拓
記
念
館
の
見
学
な
ど
で
、

戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

  

只
野
潤
晴 

議
員（
３-

２
）

  

移
住
者
を
増
や
す
補
助
金
制
度

質
問
　
移
住
者
を
増
や
す
た
め
に
、

原
村
に
別
荘
を
持
ち
た
い
と
い
う
人

に
補
助
金
を
出
し
て
は
ど
う
か
。

鮫
島
　
原
村
で
の
別
荘
生
活
を
経
て
、

移
住
を
決
め
た
人
は
多
い
。
仕
事
等

の
整
理
を
し
て
か
ら
の
原
村
へ
の
定

住
を
決
め
て
、
別
荘
を
建
て
た
人
も

い
る
。
以
上
の
例
を
み
る
と
、
別
荘

新
築
に
対
し
て
支
援
す
る
、
補
助
金

を
出
す
と
い
う
こ
と
は
村
の
人
口
増

加
、
活
性
化
を
図
る
た
め
に
良
い
提

案
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
今
の
村
の

財
政
の
中
で
、
全
て
の
別
荘
新
築
に

対
し
て
無
制
限
に
補
助
金
を
出
す
こ

と
は
困
難
。
実
現
の
方
向
を
求
め
る

に
は
、

①
優
先
順
位
を
定
め
る

②「
例
え
ば
２
年
後
に
移
住
す
る
」

「
移
住
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
地
域
の

制
度
・
規
律
を
守
る
」等
の
誓
約
書

の
提
出
に
基
づ
い
て
、
補
助
の
対
象

を
決
定
す
る
等
の
検
討
が
必
要
に
な

る
。

  

石
川
拓
実 

議
員（
３-

１
）

  

企
業
誘
致
の
取
り
組
み

質
問
　
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
誘
致
す
る

た
め
に
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
高
速
通

信
網
を
整
備
し
た
上
で
、
ペ
ン
シ
ョ

ン
村
に
あ
る
空
き
家
を
貸
し
出
し
て

は
ど
う
か
。
本
取
組
は
、
高
齢
化
率

の
高
い
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
と
も
に
、Ｉ
Ｔ
関
連
企

業
に
勤
め
る
若
い
人
た
ち
の
定
住
化

も
期
待
で
き
る
。

松
下
　
働
き
方
改
革
も
進
ん
で
い
る
。

地
方
で
働
き
た
い
人
・
企
業
の
需
要

は
増
え
て
い
る
。
民
間
の
有
志
に
よ

る
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス

化
の
検
討
も
始
め
ら
れ
る
よ
う
で
、

実
現
の
可
能
性
は
高
い
。
イ
ン
フ
ラ

は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
光
回
線
が
開
通
し
て
お
り
、

最
低
限
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン

フ
ラ
以
上
に
数
あ
る
自
治
体
の
中
か

ら
、
原
村
を
選
ん
で
も
ら
う
に
は
、

地
域
の
魅
力
が
大
事
。
皆
さ
ん
の
原

村
学
で
の
地
域
の
魅
力
の
掘
り
起
こ

し
に
期
待
し
て
い
る
。

小林由依 議員

  
正
木
陽
菜 

議
員（
３-

１
）

  

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
導
入

質
問
　
原
村
を
訪
れ
る
観
光
客
に
美

し
い
風
景
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

に
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
導
入
し
、

村
内
を
自
転
車
で
気
軽
に
巡
れ
る
よ

う
に
し
た
い
。
ま
た
、
利
用
者
の
利

便
性
を
考
え
、
例
え
ば
役
場
、
青
柳

駅
、
原
Ｐ
Ａ
な
ど
設
置
場
所
を
工
夫

す
る
こ
と
で
、
観
光
客
の
増
加
も
期

待
で
き
る
。

芳
澤
　
原
村
中
央
高
原
を
中
心
に
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
導
入
し
た
ら
ど
う

だ
ろ
う
。
田
園
風
景
や
森
の
中
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
は
気
持
ち
が
良
く
、
さ

わ
や
か
な
風
を
受
け
て
の
自
転
車
で

の
走
行
は
各
別
の
思
い
出
と
な
る
。

ペ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
宿
泊
客
の
増
加

に
も
期
待
が
で
き
る
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
樅
の
木
荘
な
ど

有
人
で
管
理
で
き
る
場
所
が
ふ
さ
わ

し
い
。
観
光
客
の
目
的
に
応
じ
た
ル

ー
ト
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
、
電

動
ア
シ
ス
ト
に
つ
い
て
は
安
全
指
導

や
総
合
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
の
配

慮
が
必
要
。
観
光
の
目
玉
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
導

入
を
検
討
し
た
い
。



中
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生
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会

視
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報
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予
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特
集
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伊
藤
恵
凪 

議
員（
３-

２
）

  

観
光
客
を
増
や
す
取
り
組
み

質
問
　
原
村
の
魅
力
は
豊
か
な
自
然

で
あ
る
が
、
そ
れ
を
生
か
し
た
施
設

や
イ
ベ
ン
ト
は
少
な
い
と
感
じ
る
。

そ
こ
で
星
の
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
や
雪
ま

つ
り
な
ど
を
企
画
す
る
こ
と
で
、
観

光
客
を
増
や
し
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
。

阿
部
　
原
村
へ
の
観
光
客
は
平
成
22

年
を
境
に
微
増
傾
向
、
現
在
は
年
間

20
万
人
。
そ
の
う
ち
３
割
が
８
月
。

施
設
は
、
近
隣
市
町
と
比
較
す
る
と

少
な
い
。
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
は

星
ま
つ
り
、
映
画
祭
、
ク
ラ
フ
ト
市

な
ど
。
星
の
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
な
ど
新

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
る
に
は
過
疎

化
へ
の
危
機
感
と
活
性
化
に
向
け
て

の
熱
意
を
持
っ
た
人
が
、
ま
ず
行
動

を
起
こ
す
こ
と
が
不
可
欠
。
実
現
に

向
け
て
の
大
き
な
流
れ
は
そ
こ
か
ら

始
ま
る
。
森
の
散
策
ツ
ア
ー
も
良
い
。

適
地
適
作
の
考
え
は
観
光
で
も
同
じ
。

積
雪
量
の
不
安
定
な
原
村
で
、
雪
ま

つ
り
は
費
用
対
効
果
か
ら
み
て
も
厳

し
い
と
思
わ
れ
る
。

 

中
学
生
議
会
開
催
の
目
的

　
公
民
的
分
野  「
地
方
自
治
と
住
民

の
権
利
」  

の
単
位
の
学
習
と
し
て
、

地
方
議
会
の
疑
似
体
験
を
通
じ
て
、

地
方
自
治
に
関
心
と
理
解
を
深
め
る
。

原
村
学

　
昨
年
度
か
ら
中
学
校
で
は
、
生
徒

が「
原
村
の
良
さ
を
知
り
、
原
村
の

自
然
や
文
化
、
産
業
、
伝
統
に
囲
ま

れ
て
育
っ
て
き
た
自
分
を
意
識
し
、

将
来
の
あ
り
よ
う
を
、
自
信
を
持
っ

て
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
」こ
と

を
目
指
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育「
原
村

学
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
　

　「
村
を
も
っ
と
良
く
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
」を
深
く
考
え

ら
れ
る
ま
で
に
村
を
知
り
、
中
学
生

議
会
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
今

年
度
は
１
月
に
開
催
さ
れ
た
。
大
人

顔
負
け
の
素
晴
ら
し
い
質
問
が
生
徒

か
ら
出
さ
れ
た
。

  

菊
池
瑛
斗 

議
員（
３-

２
）

  

空
き
家
の
有
効
活
用

質
問
　
人
口
減
少
に
伴
い
、
全
国
で

空
き
家
の
活
用
方
法
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
。
原
村
の
現
状
は
ど
う
か
？

ま
た
、
原
村
で
は
都
会
か
ら
の
体
験

移
住
の
た
め
に
新
居
を
準
備
し
て
い

る
と
聞
い
た
が
、
空
き
家
を
活
用
し

て
み
て
は
ど
う
か
。

宮
坂
　
現
在「
空
き
家
の
実
態
」を
調

査
中
。
所
有
者
の
意
向
調
査
終
了
後
、

必
要
な
支
援
を
検
討
す
る
。

　
今
後
、
働
き
方
も
変
わ
っ
て
く
る
。

空
き
家
の
活
用
が
広
が
り
、
交
流
人

口
の
増
加
に
期
待
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
原
村
で
の
生
活
を
体
験
し
、

移
住
・
定
住
に
つ
な
が
る
よ
う
、
払

沢
上
フ
ラ
ワ
ー
団
地
に
、
２
棟
の
移

住
体
験
交
流
施
設
を
整
備
中
。

中学生
議会

１
月
23
日
、
第
18
回
中
学
生
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
３
年
生
６
名
が
質
問
に
立
ち
、
吉
光
昂
樹
さ
ん（
３-

１
）、

平
林
愛
莉
さ
ん（
３-

２
）の
２
名
が
議
長
を
務
め
た
。

移住お試しハウス
移住体験の拠点として整備が進んでいる。

  

小
林
由
依 

議
員（
３-

１
）

  

平
和
学
習
の
充
実

質
問
　
諏
訪
６
市
町
村
の
う
ち
、
原

村
を
除
く
５
市
町
で
は
、
毎
年
中
学

生
の
代
表
団
を
広
島
で
行
わ
れ
る
平

和
記
念
式
典
に
派
遣
し
て
お
り
、
彼

ら
の
参
加
報
告
は
全
校
で
戦
争
の
悲

惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ
貴
重
な

機
会
に
な
っ
て
い
る
。
平
和
学
習
の

充
実
の
た
め
に
、
原
村
も
行
っ
て
ほ

し
い
。

内
田
　
広
島
平
和
記
念
式
典
の
中
学

生
派
遣
は
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
考

え
て
い
る
。
原
村
で
は
、
現
在
実
施

す
る
予
定
は
な
い
。
原
村
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
日
常
的
に
平
和
学
習

を
す
す
め
て
い
る
。
戦
争
体
験
者
の

話
を
聞
い
た
り
、
村
内
や
県
内
の
碑

や
満
蒙
開
拓
記
念
館
の
見
学
な
ど
で
、

戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

  
只
野
潤
晴 

議
員（
３-

２
）

  

移
住
者
を
増
や
す
補
助
金
制
度

質
問
　
移
住
者
を
増
や
す
た
め
に
、

原
村
に
別
荘
を
持
ち
た
い
と
い
う
人

に
補
助
金
を
出
し
て
は
ど
う
か
。

鮫
島
　
原
村
で
の
別
荘
生
活
を
経
て
、

移
住
を
決
め
た
人
は
多
い
。
仕
事
等

の
整
理
を
し
て
か
ら
の
原
村
へ
の
定

住
を
決
め
て
、
別
荘
を
建
て
た
人
も

い
る
。
以
上
の
例
を
み
る
と
、
別
荘

新
築
に
対
し
て
支
援
す
る
、
補
助
金

を
出
す
と
い
う
こ
と
は
村
の
人
口
増

加
、
活
性
化
を
図
る
た
め
に
良
い
提

案
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
今
の
村
の

財
政
の
中
で
、
全
て
の
別
荘
新
築
に

対
し
て
無
制
限
に
補
助
金
を
出
す
こ

と
は
困
難
。
実
現
の
方
向
を
求
め
る

に
は
、

①
優
先
順
位
を
定
め
る

②「
例
え
ば
２
年
後
に
移
住
す
る
」

「
移
住
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
地
域
の

制
度
・
規
律
を
守
る
」等
の
誓
約
書

の
提
出
に
基
づ
い
て
、
補
助
の
対
象

を
決
定
す
る
等
の
検
討
が
必
要
に
な

る
。

  

石
川
拓
実 

議
員（
３-

１
）

  

企
業
誘
致
の
取
り
組
み

質
問
　
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
誘
致
す
る

た
め
に
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
高
速
通

信
網
を
整
備
し
た
上
で
、
ペ
ン
シ
ョ

ン
村
に
あ
る
空
き
家
を
貸
し
出
し
て

は
ど
う
か
。
本
取
組
は
、
高
齢
化
率

の
高
い
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
と
も
に
、Ｉ
Ｔ
関
連
企

業
に
勤
め
る
若
い
人
た
ち
の
定
住
化

も
期
待
で
き
る
。

松
下
　
働
き
方
改
革
も
進
ん
で
い
る
。

地
方
で
働
き
た
い
人
・
企
業
の
需
要

は
増
え
て
い
る
。
民
間
の
有
志
に
よ

る
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス

化
の
検
討
も
始
め
ら
れ
る
よ
う
で
、

実
現
の
可
能
性
は
高
い
。
イ
ン
フ
ラ

は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
光
回
線
が
開
通
し
て
お
り
、

最
低
限
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン

フ
ラ
以
上
に
数
あ
る
自
治
体
の
中
か

ら
、
原
村
を
選
ん
で
も
ら
う
に
は
、

地
域
の
魅
力
が
大
事
。
皆
さ
ん
の
原

村
学
で
の
地
域
の
魅
力
の
掘
り
起
こ

し
に
期
待
し
て
い
る
。

小林由依 議員

  

正
木
陽
菜 

議
員（
３-

１
）

  

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
導
入

質
問
　
原
村
を
訪
れ
る
観
光
客
に
美

し
い
風
景
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

に
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
導
入
し
、

村
内
を
自
転
車
で
気
軽
に
巡
れ
る
よ

う
に
し
た
い
。
ま
た
、
利
用
者
の
利

便
性
を
考
え
、
例
え
ば
役
場
、
青
柳

駅
、
原
Ｐ
Ａ
な
ど
設
置
場
所
を
工
夫

す
る
こ
と
で
、
観
光
客
の
増
加
も
期

待
で
き
る
。

芳
澤
　
原
村
中
央
高
原
を
中
心
に
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
導
入
し
た
ら
ど
う

だ
ろ
う
。
田
園
風
景
や
森
の
中
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
は
気
持
ち
が
良
く
、
さ

わ
や
か
な
風
を
受
け
て
の
自
転
車
で

の
走
行
は
各
別
の
思
い
出
と
な
る
。

ペ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
宿
泊
客
の
増
加

に
も
期
待
が
で
き
る
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
樅
の
木
荘
な
ど

有
人
で
管
理
で
き
る
場
所
が
ふ
さ
わ

し
い
。
観
光
客
の
目
的
に
応
じ
た
ル

ー
ト
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
、
電

動
ア
シ
ス
ト
に
つ
い
て
は
安
全
指
導

や
総
合
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
の
配

慮
が
必
要
。
観
光
の
目
玉
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
導

入
を
検
討
し
た
い
。



女性団体連絡協議会との懇談会
　3月 20日（火）に、女性団体連絡協議会との懇談会を開催しました。

懇談会

議会の傍聴にお出かけください
次回の定例会は

９時開会予定です
役場 2 階総務課前で受付後、傍聴席にお越しください

お問い合わせは、議会事務局に（0266-79-7951）
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6 月 1日（金）

編
集
後
記

　
将
来
Ａ
Ｉ
が
取
っ
て
代

わ
る
職
業
が
約
半
分
、
と

い
う
こ
と
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
。
上
位
15
位
の
中

に
農
業
関
係
の
も
の
は
な

い
。
食
料
供
給
が
水
耕
栽

培
な
ど
簡
易
的
な
も
の
も

含
め
、
工
場
制
農
業
だ
け

で
十
分
に
な
る
こ
と
は
不

可
能
に
近
い
こ
と
が
一
因

で
あ
ろ
う
。
画
一
的
な
も

の
を
作
り
出
す
こ
と
は
す

べ
て
Ａ
Ｉ
に
と
っ
て
代
わ

る
と
い
う
の
が
通
説
で
あ

る
。Ａ
Ｉ
時
代
を
見
据
え
た

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
能
力

を
見
出
す
教
育
改
革
や
農

業
経
営
な
ど
、
視
点
を
広

げ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　（
阿
部
記
）

お聞かせください

 議会活動に反映していきます。

皆様の声を

議会は、住民の皆様の声を

加工所について
《30 年度予算について説明》
　30年度予算に、加工品、特産品検討会、改修費、機械器
具購入費で約 1500 万円の予算が計上されている。
職員が県から派遣され、加工所の検討に加わる予定。

（会員の意見）
・当初、特産品開発、加工品開発について考えるということ
　で、村からの呼びかけで始まった。誰もが村で運営すると
　思って集まっている。特産品についての話はなくなり、加
　工所で作る加工品の選定になり、加工所建設の話になって
　きている。そして、運営は自分たちでということになって
　きた。初回多くの方が集まったが、2回目からは集まらな
　くなった。
・職員が加工についての知識がないため、質問にも答えても
　らえないまま、加工所で作る加工品選定、加工所建設の話
　になってきている。
・農政振興全体を考えることが必要。
・誰がやるのか、リーダーがいないと始まらない。
　レンタルキッチンのような、住民誰もが借りられる場所が、
　一番身近で望ましい。

（議員の意見）
・村は、リーダー的な人を村内に求めている。実績がある方、
　外部コンサルタントをいれたりすることも考えるべき。
・20年前は、村内で勉強会をしていた。次に村がやるといっ
　たときは、やらなかった。今回は、欲しいと言って出てき
　ているのか。村は、総合計画にあるものを作りたいと考え
　ている。
・村の説明では、何ができて何の役に立つのかわからない。
　レンタル加工所が良いのか、望まれるものになることが必
　要。今あるもので考えなくても良いのでは。こういうこと
　をやりたい、こうなればよいということをまとめていけば
　よいのでは。
・3年前は、誰がやるのか、特産物・雇用をどうするか、販
　売をどうするか、計画に無理があった。柏木の加工所は、
　下水に問題がありストップした。
・以前の加工所検討では、住民の意見が反映されない検討委
　員会であった。今後の検討委員会で、運営や管理、望む施
　設についてしっかりと検討されることが大切。

防災情報の伝達方法について
《村の現状について説明》
　28年に屋外有線放送の試験を行ったが、天候や地形によ
り、聞こえにくい場所もあった。
現在、有線放送、緊急メール、消防団、広報車等と連携して、
防災情報を伝えることとしている。

（会員の意見）
・屋外にいることが多い状況で Jアラート、有線放送は聞こ
　えない。
・転入の際に、村からは有線加入は任意と言われたが、ほと
　んどの情報が有線で流れるのが現状。案内の仕方を考えた
　方が良い。
・役場は自助に頼りすぎている。

（議員の意見）
・各地区で自主防災組織が立ち上がっている。自助・共助・
　公助を基本にまず地域で話し合いを。
・有線放送に加入していただきたい。加入費用等は総務課で
　確認できる。30年度より、有線放送の内容は電話でも確
　認できるようになる。
・緊急メールの登録と携帯電話の携帯を。

懇談会を終えてひとこと
女性団体連絡協議会会長　鎌倉初子さんより
　11人の議員さんにご出席いただき、村で進めている農産
物加工所や災害時の連絡方法などについて話し合いが行われ
ました。
　特に農産物加工所については、なかなか進展をみない現状
について、いろんな意見があり、大変有意義な懇談会となり
ました。長時間私たちの話を辛抱強く聞いていただき、丁寧
に答えて下さった事に深く感謝いたします。
　今後の皆さんのご活躍をお祈りいたします。


